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足跡をしるす
私たちは、奉仕するたびに、 
持っているものを与えるたびに、 
優しさと思いやり、 
変化と希望をもたらしています。
 
そして私たちはふれあう人の心に、 
奉仕する地域社会に、共に分かち合う世界
に、足跡をしるしています。

ファブリシオ・オリベイラ
2024-2025年度

ライオンズクラブ国際会長



ともに私たちのを足跡しるす

もっと多くを与えるために成長しよう 

奉仕の必要性が高まるに伴い、私たちも成長する必要があります。新会員を招き入れ、

新クラブを結成することによって 、ミッション 1.5 の目標を達成しましょう。私たちの地

域社会に、より多くのライオンズによる、より多くの奉仕をもたらし、世界で年間 10 億人

への奉仕を実現しましょう。  

 

力を合わせてもっと強くなろう 

私たちのグローバルな財団は、ライオンズの奉仕を支援し、世界に永続的な変化をも

たらせるように活動しています。ですから、いつでも、どこでも、力を合わせて奉仕する

態勢を整えられるよう、LCIFをサポートしましょう。 

 

次のステップを踏み出そう 

クラブと奉仕を拡大し、ライオンズとしてもリーダーとしても成長するため、リーダーシッ

プ開発の機会を最大限活用しましょう。クラブ内で、地域社会で、奉仕を前進させるた

めリーダーシップを発揮する新たな機会を探してださい 。 

 

地域社会でのイメージアップを図ろう 

ライオンズの活動は非凡なものです。優れたマーケティングや P Rを行うことで、ストー

リーを伝え、地域社会の耳目を集め、イメージを向上することができます。ですから、あ

なたの奉仕を PR して、ライオンズの仲間に加わるよう皆を誘いましょう。 



２０２４－２０２５ 
ライオンズクラブ国際協会 333－Ｂ地区 

地区ガバナー 福 田 智 恵 
 

ガバナー・スローガン 

「We Serve！幸せ紡ぐ＋ONE」 
 

アクティビティ・スローガン 
 

「温故知新－力を結束して仲間とともにイノベーションを進めよう！－」 

 
ガバナー方針 

 

 

1. 尊重と奉仕の充実による会員維持・一人ひとりが＋ONEの会員増強 

2. ＋ONEのアイデア・クラブを超えたアクティビティへイノベーション 
3. 女性や若手のリーダーシップ育成とエンゲージメントを強化 

4. ライオンズの啓発活動と情報発信を積極的に行い、ライオンズを広める 

5．   ライオンズの良心、LCIFと（公財）日本ライオンズへの貢献を＋ONE 

地区目標 
1. 地区全体で３つの新しいクラブを設立します。 
2. 各クラブが会員数 20％純増を目指します。 
3. 若手や女性のリーダーを育成し、彼らの成長と発展を支援します。 
4. 合同例会やアクティビティを通じて、クラブ間の連携と協力を促進します。 
5. 社会的な問題に対する意識を高めるアドボカシー活動を推進します。 
6. 地区全体で総額 130,000ドルの LCIFへの献金を達成します。 
7. 効果的な情報発信を行い、地域社会にライオンズクラブの活動を広く知らせます。 

 

ともに私たちのを足跡しるす
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受付 ： 13：30～
会場 ： アイリスホール

司会 キャビネット副幹事 見 目 久 野 里

　１．開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー 福 田 智 恵

　２．国旗に敬礼・国歌斉唱 全 員

　３．物故ライオン並びに献眼者に黙祷 全 員

　４．ライオンズヒム斉唱 全 員

　５．委嘱状の伝達 地区ガバナー 福 田 智 恵

　６．名誉顧問・地区役員紹介 キャビネット幹事 関 喜 一

　７．地区ガバナー所信表明 地区ガバナー 福 田 智 恵

　８．ご挨拶 名誉顧問会議長 後 藤 一 男

第一副地区ガバナー 前 原 正 義

第二副地区ガバナー 中 山 光 明

　９．前キャビネット三役に感謝状贈呈 地区ガバナー 福 田 智 恵

１０．議事規則の採用及び議長選出 キャビネット幹事 関 喜 一

１１．議事　議長就任 地区ガバナー 福 田 智 恵

　（１）議事録作成人・議事録署名人指名 地区ガバナー 福 田 智 恵

　（２）定足数の確認 キャビネット幹事 関 喜 一

　（３）幹事報告 キャビネット幹事 関 喜 一

　（４）地区コーディネーター・委員長報告

① 大 橋 孝 生

② 村 上 正 明

③ GMT・FWTコーディネーター/会員増強・会員維持・家族・女性　委員長 杉 本 真 由 美

④ GSTコーディネーター/奉仕委員長（公財日本ライオンズ担当） 渡 邉 勇 人

⑤ 海 老 原 淳

⑥ マーケティング・PR・IT・会則　委員長 北 條 浩 之

⑦ 国際大会参加・環境保全・アラート　委員長 鈴 木 國 勝

⑧ ＹＣＥ・レオ・青少年育成　委員長 佐 藤 公 彦

⑨ ライオンズクエスト・薬物乱用防止　委員長 牧 野 昌 敏

　　　休会宣言 地区ガバナー 福 田 智 恵

　　再会宣言 地区ガバナー 福 田 智 恵

　（５）提出議案の審議 地区ガバナー 福 田 智 恵

　　　地区ガバナー提出議案（第１号議案～第12号議案） 地区ガバナー 福 田 智 恵

・前年度キャビネット会計報告 地区前キャビネット会計 中 山 斉

・前年度会計監査報告 地区前キャビネット会計監査 松 本 邦 男

・今年度キャビネット予算 キャビネット会計 鵜 山 明

　（６）提出議案の採決 地区ガバナー 福 田 智 恵

　（７）その他 地区ガバナー 福 田 智 恵

１２．議長解任 地区ガバナー 福 田 智 恵

１３．委嘱状の伝達（キャビネット会計監査委員） 地区ガバナー 福 田 智 恵

１４．閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー 福 田 智 恵

～～～～～ 休　憩　（１５：２０～１５：３０） ～～～～～

GETコーディネーター/EXT・会員増強　委員長

GLTコーディネーター/長期計画・指導力育成　委員長

ＬＣＩＦ　委員長

第１回キャビネット会議次第
（１４ ： ００ ～ １６ ： ３０）

−　5　−
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7月12日現在

役　　　職 氏 名 氏　　名

地区ガバナー 福 田 智 恵 ○ ZC 大 美 賀 優 ○

名誉顧問会議長 後 藤 一 男 ○ 副ZC 長 井 宏 ○

第一副地区ガバナー 前 原 正 義 ○ ZC 田 村 桂 介 ○

第二副地区ガバナー 中 山 光 明 ○ 副ZC 北 岡 宏 ☓

名　誉　顧　問 水 沼 孝 夫 ○ ZC 比留間 国良 ○

名　誉　顧　問 蓼 沼 一 弘 ○ 副ZC 福 地 博 行 ○

名　誉　顧　問 石 橋 貞 ○ ZC 加藤 陽一郎 ○

名　誉　顧　問 石 﨑 義 夫 ○ 副ZC 酒 井 一 則 ○

名誉顧問・年次大会委員長 福 田 幸 信 ○ ZC 佐 藤 恒 一 ○

名　誉　顧　問 橋 本 雄 司 ☓ 副ZC 山 﨑 昌 子 ☓

名　誉　顧　問 眞 尾 博 ☓ ZC 笹 沼 昭 司 ○

名　誉　顧　問 三 枝 久 夫 ○ 副ZC 池 上 正 美 ☓

名　誉　顧　問 大阿久 九二男 ○ ZC 伊 東 一 秀 ○

名　誉　顧　問 小 倉 康 延 ○ 副ZC 中田 佐代子 ☓

名　誉　顧　問 植 村 茂 敏 ☓ ZC 菊 池 昭 二 ○

副ZC

キャビネット幹事 関 喜 一 ○ 　１Ｒ委員 長 竹 孝 二 ○

キャビネット会計 鵜 山 明 ○ 　２Ｒ委員 倉 持 寛 司 ○

会計監査 中 山 斉 ○ 　３Ｒ委員 小 野 澤 康 ○

会計監査 髙 瀨 重 嗣 ○ 　４Ｒ委員 中 村 光 男 ○

副幹事/年次大会副委員長 小 林 達 夫 ○ 　１Ｒ委員 青 木 一 男 ○

副幹事/地区副委員長兼務 見目 久野里 ○ 　２Ｒ委員 池 口 徹 ○

副幹事 松 本 政 則 ○ 　３Ｒ委員 髙 橋 昇 ○

副幹事 大 垣 典 昭 ☓ 　４Ｒ委員 天 野 伸 司 ○

副幹事 堀 江 清 貴 ○ 　１Ｒ委員 植 竹 隆 志 ○

副会計 前 田 光 之 ☓ 　２Ｒ委員 須 田 洋 博 ○

GETコーディネーター　地区委員長 大 橋 孝 生 ☓ 　３Ｒ委員 塩 澤 達 俊 ○

GLTコーディネーター　地区委員長 村 上 正 明 ○ 　４Ｒ委員 海 老 原 淳 ※

GMT・FWTコーディネーター　地区委員長 杉本 真由美 ☓ 　１Ｒ委員 藤 掛 信 也 ○

GSTコーディネーター　地区委員長 渡 邉 勇 人 ○ 　２Ｒ委員 篠 田 健 次 ☓

地区委員長　LCIF 海 老 原 淳 ○ 　３Ｒ委員 中山 千江子 ○

地区委員長　PR 北 條 浩 之 ○ 　４Ｒ委員 池上 しげみ ○

地区委員長　国際大会参加 鈴 木 國 勝 ○

地区委員長　YCE 佐 藤 公 彦 ○ 松 本 邦 男 ○

地区委員長　クエスト 牧 野 昌 敏 ○

FWT副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  副委員長 山中 みゆき ※

年次大会副委員長 小 林 達 夫 ※

年次大会副委員長 小 池 隆 男 ○

地区副委員長　GLT 三尾谷 文子 ○

地区副委員長　GMT 長谷川 誠二 ○

地区副委員長　GST 野 澤 京 子 ○

地区副委員長　LCIF 横 田 敏 弘 ○

地区副委員長　PR 榆 井 将 太 ○

地区副委員長　国際大会参加 倉 井 茂 雄 ○

地区副委員長　YCE 氏 家 啓 治 ○

地区副委員長　YCE 見目 久野里 ※

地区副委員長　クエスト 土 屋 貴 子 ○ ※印は役員兼務

年次大会実行委員長 目 黒 琢 也 ○

第1回キャビネット会議出席者一覧
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7月12日現在

Ｒ Ｚ クラブ名 出欠 役職 名前 Ｒ Ｚ クラブ名 出欠 役職 名前

足利＊ ○ 会長 L石原 宇都宮 × 会長 　L馬場

足利西＊ ○ 会長 L間瀬 石橋 × 会長 Ｌ金井

足利中央 × 会長 L周藤 壬生＊ × 会長 Ｌ前原

佐野 × 会長 L武藤 宇都宮おおるり高根沢＊ × 会長 L小林

田沼 ○ 会長 L高際 鹿沼高根沢 × 会長 L仙波

葛生＊ ○ 会長 L関口 宇都宮東＊＊ ○ 会長 L山田

佐野西＊ ○ 会長 L湯澤 宇都宮北 ※ 会長 L塩澤

佐野中央 × 会長 L小暮 氏家 ○ 会長 Ｌ福田

岩舟 ○ 会長 L深津 真岡 ○ 会長 Ｌ山中

小山＊ ○ 会長 L鈴木 宇都宮二荒 ○ 会長 L坂本

下野 ○ 会長 L生澤 宇都宮河内 ○ 会長 L矢野

小山東＊＊ × 会長 L苅部 宇都宮マロニエ ○
会長
代理

L平出

小山西 × 会長 L細野 宇都宮ワイン × Ｌ小崎

小山城南 ○ 会長 L秋山 日光 ○ 会長 L近嵐

小山ＦＣ ○ 会長 L鈴木 宇都宮中央 ○ 会長 Ｌ辻

小山ＦＢ＊＊＊＊＊ × 会長 L髙橋 TEL 今市 × 会長 L渡邉

栃木 ○ 会長 L長谷川 宇都宮西 ○ 会長 L小倉

藤岡 × 会長 L前田 宇都宮ひかり＊ ○ 会長 L齋藤

栃木都＊ × 会長 L松本 宇都宮友愛 ※ 会長 L海老原

栃木うづま＊ × 会長 L大浦 黒磯 ○ 会長 L松田

大平 × 会長 L天谷 大田原 ○ 会長 L長山

栃木セントラル＊＊ ○
会長
代理

L高岩 西那須野 × 会長 L斎藤

とちぎ蔵の街 ○ 会長 L大阿久 那須野ヶ原 ○ 会長 L小林

小計 13 小計 13

合計 26

出欠 「※」 はキャビネット構成員兼務

1

2

2

第1回キャビネット会議出席者一覧
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区ガバナー      福 田  智 恵  

 

盛夏のみぎり、皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

この度、私は 2024～2025 年度 333-B 地区 第 34 代 地区ガバナーに就任いたしました。333-B

地区にライオンズクラブが発足して約 65 年を迎えるこの節目の年に、初の女性ガバナーとしての

重責を担うこととなり、その意義と責任を深く受け止めております。 

 

地区ガバナースローガン 
「We Serve！ 幸せ紡ぐ＋ONE」 

アクティビティスローガン 
「温故知新－力を結束して仲間とともにイノベーションを進めよう！－」 

 

「We Serve」を実行することで、私たちは誰かの暮らしを変えることができます。「We Serve」は夢

であり、その夢を実現するために、「＋ONE」にたくさんの思いを込めました。 

 ・今の奉仕に新たな視点や創意工夫を「＋ONE」 

 ・若者や女性の視点で地域ニーズに応じた奉仕「＋ONE」 

 ・クラブを超えて力を結束する奉仕「＋ONE」 

 ・事業を見直し、新たな奉仕で会員満足度「＋ONE」 

 ・ライオンズの知名度を「＋ONE」 

 ・志ある方を新会員へ「＋ONE」 

 ・ライオンズクラブを支える LCIFへ「＋ONE」・・・  

ライオンズの奉仕活動は地域社会に幸せを紡ぐだけでなく、奉仕活動を行う私たちにも幸せを

紡ぎ人生を豊かにします。一人ひとりが様々な「＋ONE」を意識して行動することで、新たな気付き

が得られます。その気付きを実行することで、イノベーションが起こります。 

温故知新。333-B 地区のこれまでの取り組みを大切にしながら、クラブを超えて力を結束し、若

者や女性の視点、新しいアイデアを取り入れて、価値を高める奉仕活動に挑戦しましょう。 

国際会長のメッセージである「Make Your Mark 足跡をしるす」は、毎日がそのチャンスであるこ

とを示しています。新しいクラブを結成することや、新しい会員を迎え入れることで、よりインパクト

のある奉仕活動が可能となります。奉仕活動を効果的に PR することで、ライオンズの知名度が上

がり、更に新会員を迎えられるという好循環が生まれます。この好循環を作り出し、奉仕の輪を広

げていくことは、私たちライオンズの使命です。333-B 地区にライオンズの足跡をしるし、共により

良い未来を築くために、全力を尽くす所存でございます。未来に向けて、皆様の積極的なご参加

とご協力を心からお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区名誉顧問会議長  後 藤  一 男  

 

とてつもなく暑い夏を迎えようとしています。皆様の日々の奉仕活動、心より感謝申し上げます。

ガバナーとしての 1年間の任務を終了し、名誉顧問会議長の立場が廻ってまいりました。引き続き

よろしくお願い申し上げます。同時に 333複合では『奉仕委員長』の立場が廻ってまいりました。 

今期の福田ガバナーはガバナー就任にあたり、キャビネット構成員の事前研修に多くの資料を

準備して臨んでおられます。同時にライオンズ必携にたくさんの変更が出ている事による改革もあ

り、いろいろな部分で改革を進められています。333-B 地区の皆様には新たな目標、課題が提示

され、日々の奉仕活動に加えて「会員増強と LCIF への献金」という 2 大目標への取り組みが示さ

れると思います。新たなガバナー・スローガンのもと、全員一体となって活動目標実現に向けて動

き出しましょう。 

何度も繰り返しの説法となりますが、会員増強にはいろいろな「かたち」があります。既存クラブ

への入会、新クラブ結成、新支部結成・・・など。その中でも同じ趣味や奉仕活動を基にしたスペ

シャルティクラブ及び支部の結成を全員で工夫を重ねて目指しましょう。また、LCIF にも＄1，000

献金ばかりでなく＄100 もしくは少額献金も可能です。会員全員でいずれかの献金を進めていき

ましょう。クラブ間で協力し合い、役員ばかりでなく、会員全員の活力を信じて、全力で走る一年を

過ごしましょう。 

改めて、『 頑張れ!! 福田ガバナー 』 よろしくお願いいたします。 
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前キャビネット三役感謝状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区名誉顧問会議長  後 藤  一 男  
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ガバナーとしての 1年間の任務を終了し、名誉顧問会議長の立場が廻ってまいりました。引き続き
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今期の福田ガバナーはガバナー就任にあたり、キャビネット構成員の事前研修に多くの資料を
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され、日々の奉仕活動に加えて「会員増強と LCIF への献金」という 2 大目標への取り組みが示さ

れると思います。新たなガバナー・スローガンのもと、全員一体となって活動目標実現に向けて動

き出しましょう。 

何度も繰り返しの説法となりますが、会員増強にはいろいろな「かたち」があります。既存クラブ

への入会、新クラブ結成、新支部結成・・・など。その中でも同じ趣味や奉仕活動を基にしたスペ

シャルティクラブ及び支部の結成を全員で工夫を重ねて目指しましょう。また、LCIF にも＄1，000

献金ばかりでなく＄100 もしくは少額献金も可能です。会員全員でいずれかの献金を進めていき

ましょう。クラブ間で協力し合い、役員ばかりでなく、会員全員の活力を信じて、全力で走る一年を

過ごしましょう。 

改めて、『 頑張れ!! 福田ガバナー 』 よろしくお願いいたします。 
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333-B 地区 キャビネット会議及び付属会議議事規則 

（ライオンズ必携 複合地区会則 第 16 条・第 17 条 P164～） 
 

１．地区ガバナー・キャビネット会議 （複合地区会期 第 16 条） 
（１）キャビネット会議の出席者は、原則として次のキャビネット構成員とする。 
ア．地区ガバナー，前地区ガバナー，第 1 副地区ガバナー，第 2 副地区ガバナー，地区名誉顧問会
議長，キャビ ネット幹事，キャビネット会計，および地区 GET/GLT/GMT/GST/LCIF コー
ディネーター、リジョン・チェアパーソン，ゾーン・チェアパーソン、地区委員長とする。 

イ．地区ガバナーは必要に応じて、前号以外の者を会議に出席させ、諮問することができる。 
（２）会議の任務 
ア．キャビネットは地区運営方針を決定し、その実行に当たる。 
イ．キャビネット全会議の議事記録をとり、会議終了後 15 日以内に、地区ガバナー、キャビネッ
ト構成員及び国際本部に送る。 

（３）会議の議長 
ア．地区ガバナーは会議を主宰し議長となる。 
イ．地区ガバナーがやむを得ない事由により会議に出席できないときは第 1 副地区ガバナーが議
長を代行する。 

（４）会議の開催 
ア．定例会議は年 4 回とし、必要に応じて開くことができる。 
イ．定例会議のほか、必要に応じて臨時会議を開催する事ができる。 

（５）表決 
ア．表決は出席者の過半数によるものとし費否同数の場合は議長が決する。 
イ．投票権は、地区ガバナー，前地区ガバナー，第 1 副地区ガバナー，第 2 副地区ガバナー，地
区名誉顧問会議長，キャビ ネット幹事，キャビネット会計，地区委員長，および地区 
GET/GLT/GMT/GST/LCIF コーディネーター、リジョン・チェアパーソン，ゾーン・チェ
アパーソン、に与えられる。 
※地区グローバルアクションチームのメンバーおよび LCIF 地区コーディネーターは，地区
キャビネットの投票権を有する一員とすることを改正した。（2023 年 6 月第 105 回ボストン
国際大会決議） 

 

２．キャビネット会議に付属して開催される会議（以下「付属会議」） 
（１）付属会議は RC・ZC 会議、各種地区委員会の会議とする。 
（２）付属会議の議長 

ア．RC・ZC 会議 出席 RC・ZC の互選による
イ、各種地区委員会の会議  地区委員長又は地区委員 

（３）表決した案の取り扱い 
付属会議にて表決した議案はキャビネット会議に上程する。 

 
３．この規則に定めのない事項については、最新のロバート事規則によるものとする。

本規則は、ライオンズ必携改訂に則り 2024 年 7 月 1 日より一部改訂する。 
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キャビネット幹事報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

キャビネット幹事   関   喜 一  

 

① 2022年 4月 24日 [日] 
第 68回 333-B地区年次大会代議員総会書面決議において、2022-2023年度地区ガバナ
ーとして佐野西ライオンズクラブ所属の L 三枝久夫が、2022-2023 年度第 1 副地区ガ
バナーとして栃木うづまライオンズクラブ所属の L 後藤一男が、2022-2023 年度第 2
副地区ガバナーとして宇都宮中央ライオンズクラブ所属の L福田智恵が承認された。 

 
② 2023年 4月 23日 [日] 
第 69回 333-B地区年次大会代議員総会書面決議において、2023-2024年度地区ガバナ
ーとして栃木うづまライオンズクラブ所属の L 後藤一男が、2023-2024 年度第 1 副地
区ガバナーとして宇都宮中央ライオンズクラブ所属の L 福田智恵がそれぞれ承認され
た。 

 
③ 2023年 6月 26日 [月] 
第 2副地区ガバナーの空席補充について会議を開催し、石橋ライオンズクラブ所属の L
前原正義が、2023-2024年度第 2副地区ガバナーとして承認された。 

 
④ 2024年 4月 21日 [日] 
第 70回 333-B地区年次大会代議員総会において、2024-2025年度地区ガバナーとして
宇都宮中央ライオンズクラブ所属の L 福田智恵が、2024-2025 年度第 1 副地区ガバナ
ーとして石橋ライオンズクラブ所属の L前原正義がそれぞれ承認された。 

 
⑤ 2024年 5月 25日[土] 
第 2副地区ガバナーの空席補充について会議を開催し、足利ライオンズクラブ所属の L
中山光明が 2024-2025年度第 2副地区ガバナーとして承認された。 
 

⑥ 2024年 6月 9日 [日] 
2024-2025年度キャビネット構成員・クラブ三役研修会が護国会館にて開催された。 

 
⑦ 2024年 6月 21日[金] ～ 6月 25日[火]  
第 106 回ライオンズクラブ国際大会がオーストラリア・メルボルンにて開催され、22
日にはインターナショナルパレード、23日には開会式、セミナー、代議員投票、25日
には国際会長・地区ガバナー就任宣誓式が行われ、ファブリシオ・オリベイラ国際会長、

福田智恵地区ガバナーが誕生いたしました。 
 

⑧ 2024年 7月 6日 [土] 
第 1回運営会議が開催され多くの皆様のご出席ご協力の下、第 1回キャビネット会 
議への準備ができた。 

 
なお、今期の 333-B地区年間日程は、P15に掲載の通りである。 
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333－B地区現況報告 

2024年 6月 30日 

 

 
１． クラブ数及び会員数 

クラブ種別 
2023年 7月 1日期首 2024年 6月 30日現在 増減 

ｸﾗﾌﾞ数 総会員数 ｸﾗﾌﾞ数 総会員数 クラブ数 会員数 

ライオンズ 

   クラブ 
46 

1,430 

46 

1,355 

結成：1 

解散：1 

  

増減：±0  

入会：100 

退会：175 

 

増減：-75 
※転入/転出含む 

女性会員数 485 女性会員数 454 

家族会員数 

(特別家族数) 

406 

(259) 

家族会員数 

(特別家族数) 

369 

(233) 

（ｸﾗﾌﾞ支部） （19） 支部会員数 145 （21） 支部会員数 144 

レオクラブ 4 52 (1クラブ休会中) 4 58 (1クラブ休会中) ±0 +6 

※女性会員・支部会員・家族会員（含む特別家族会員）は会員数に含まれます。 

※家族会員数の上段は家族会員数、下段は家族会員数に含まれる特別家族会員数を( )内に明記。 

 

 

 

２． クラブＥＸＴについて（2023.7.1～2024.6.30） 

クラブ種別 新ｸﾗﾌﾞ結成数 クラブ名 結成日 ﾁｬｰﾀｰ/結成時会員数 

ライオンズクラブ 1 クラブ 鹿沼高根沢 2024年 3月 26日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：21 

 

 

 

 

栃木セントラルタヒチアン 2024年 1月 5日 結成時会員数：6 

小山フットボール 2024年 1月 23日 結成時会員数：5 

支 部 5 クラブ 小山ベースボール 2024年 2月 17日 結成時会員数：6 

  小山ソフトボール 2024年 2月 25日 結成時会員数：5 

  小山ドローン 2024年 5月 8日 結成時会員数：5 

レオクラブ 0 クラブ  年 月 日 結成時会員数：0 

 

 

 

３． クラブ活動内容について（2023.7.1～2024.6.30） 

項目 件数 金額又は時間等 同 1人当たり 

金銭アクティビティ 484件 33,939,989円 25,048円 

労力アクティビティ 689件 15,712.0 時間 11.6時間 

献血アクティビティ 
全血 10,764 名 4,493,800CC --- 

成分 622 名 --- --- 

献眼者（一般含む） 12 名 --- --- 

献眼登録者（一般含む） 84 名 --- --- 

MJF($1,000) 66 件 9,585,005円 --- 

分割 MJF 24クラブ 2,676,214円  

その他の LCIF献金 46 クラブ 1,850,000 円 --- 
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 2024.7.16現在

会議・事業名 開催年月日 開催場所 開催時間

次年度キャビネット構成員・クラブ三役研修会 2024年  6月　9日（日） 護国会館 9：30～15：00

第１回キャビネット会議 2024年  7月 2０日（土） コンセーレ 14:00～

第2回キャビネット会議 2024年 11月　9日（土） 護国会館 13：30～

第3回キャビネット会議 2025年  2月 22日（土） 護国会館 13：30～

第4回キャビネット会議 2025年  5月 31日（土） 護国会館 13：30～

ガバナー公式訪問 2024年　8月  3日（土） ２Ｒ２Ｚ

　　　　〃 2024年　8月 10日（土） ２Ｒ１Ｚ

　　　　〃 １Ｒ１Ｚ

　　　　〃 １Ｒ２Ｚ

　　　　〃 ３Ｒ１Ｚ

　　　　〃 ３Ｒ２Ｚ

　　　　〃 2024年　9月  7日（土） ４Ｒ１Ｚ

　　　　〃 2024年　9月 14日（土） ４Ｒ２Ｚ

キャビネット事業予定 開催年月日 開催場所 開催時間

Lion Portalｾﾐﾅｰ及び+ONE活動事例報告会（PR・GST) 2024年 7月２７日（土） ライトキューブ宇都宮 14:00～16：30

YCE夏期キャンプ　（受入期間7/21～8/10） 2024年7月28日～8月3日 新潟

333-B地区合同ライオンズ＋ONE セミナー 2024年 9月16日（月） ライトキューブ宇都宮 13：00～17：15

能登半島地震被災者支援 2024年　　月　　日

足尾の植樹 2024年10月19日（土） 足尾

薬物乱用防止教育認定講師養成講座 2024年10月27日（日） 護国会館 13：30～

オセアルフォーラム 2024年11月14日～11月17日 タイ・パタヤ

（仮題）SDGsこどもの未来応援！ライオンズフォーラム 2024年12月 8日（日） ライトキューブ宇都宮

全国アラートフォーラム2025 in 茨城 2025年　3月14日（金） 水戸市民会館

第71回年次大会記念ゴルフ大会 2025年　4月 11日（金） 宇都宮カンツリークラブ

第71回年次大会・後夜祭 2025年  4月 19日（土）

第71回複合地区年次大会前夜祭 2025年　5月 24日（土） ANAクラウンプラザホテル新潟

第71回複合地区年次大会 2025年　5月 25日（日） 新潟テルサ

クラブ周年行事 開催年月日 開催場所 開催時間

黒磯ＬＣ　６０周年 2024年11月23日（土） ホテルエピナール那須 未定

真岡ＬＣ　５５周年 2025年　2月15日(土） フォーシーズン静風 未定

西那須野ＬＣ　５０周年 2025年　4月13日（日） 未定 未定

各分科会（委員会） 開催年月日 開催場所 開催時間

第１回分科会　 2024年  7月 2０日（土） コンセーレ

第2回分科会　　 2024年 11月　9日（土） 護国会館

第3回分科会　　 2025年  2月 22日（土） 護国会館

第4回分科会　　 2025年  5月 31日（土） 護国会館

キャビネット運営会議 開催年月日 開催場所 開催時間

第１回運営会議 2024年　7月  ６日（土） 護国会館 13：30～

第2回運営会議 2024年 10月 2６日（土） 護国会館 13：30～

第3回運営会議 2025年　２月  8日（土） 護国会館 13：30～

第4回運営会議 2025年　5月 24日（土） 護国会館 13：30～

その他キャビネット運営の為の会議 開催年月日 開催場所 開催時間

 第1回GAT会議 2024年　7月　6日(土） キャビネット事務局 10：30～

キャビネット会議
終了後

　　　　　　　　　　　　　２０２４-２０２５年度　　333-B地区年間日程表

2024年　8月 25日（日）

2024年　8月  31日（土）

ライトキューブ宇都宮・ベルヴィ宇都宮

日程調整中（10月又は11月）

333－B地区現況報告 

2024年 6月 30日 

 

 
１． クラブ数及び会員数 

クラブ種別 
2023年 7月 1日期首 2024年 6月 30日現在 増減 

ｸﾗﾌﾞ数 総会員数 ｸﾗﾌﾞ数 総会員数 クラブ数 会員数 

ライオンズ 

   クラブ 
46 

1,430 

46 

1,355 

結成：1 

解散：1 

  

増減：±0  

入会：100 

退会：175 

 

増減：-75 
※転入/転出含む 

女性会員数 485 女性会員数 454 

家族会員数 

(特別家族数) 

406 

(259) 

家族会員数 

(特別家族数) 

369 

(233) 

（ｸﾗﾌﾞ支部） （19） 支部会員数 145 （21） 支部会員数 144 

レオクラブ 4 52 (1クラブ休会中) 4 58 (1クラブ休会中) ±0 +6 

※女性会員・支部会員・家族会員（含む特別家族会員）は会員数に含まれます。 

※家族会員数の上段は家族会員数、下段は家族会員数に含まれる特別家族会員数を( )内に明記。 

 

 

 

２． クラブＥＸＴについて（2023.7.1～2024.6.30） 

クラブ種別 新ｸﾗﾌﾞ結成数 クラブ名 結成日 ﾁｬｰﾀｰ/結成時会員数 

ライオンズクラブ 1 クラブ 鹿沼高根沢 2024年 3月 26日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：21 

 

 

 

 

栃木セントラルタヒチアン 2024年 1月 5日 結成時会員数：6 

小山フットボール 2024年 1月 23日 結成時会員数：5 

支 部 5 クラブ 小山ベースボール 2024年 2月 17日 結成時会員数：6 

  小山ソフトボール 2024年 2月 25日 結成時会員数：5 

  小山ドローン 2024年 5月 8日 結成時会員数：5 

レオクラブ 0 クラブ  年 月 日 結成時会員数：0 

 

 

 

３． クラブ活動内容について（2023.7.1～2024.6.30） 

項目 件数 金額又は時間等 同 1人当たり 

金銭アクティビティ 484件 33,939,989円 25,048円 

労力アクティビティ 689件 15,712.0 時間 11.6時間 

献血アクティビティ 
全血 10,764 名 4,493,800CC --- 

成分 622 名 --- --- 

献眼者（一般含む） 12 名 --- --- 

献眼登録者（一般含む） 84 名 --- --- 

MJF($1,000) 66 件 9,585,005円 --- 

分割 MJF 24クラブ 2,676,214円  

その他の LCIF献金 46 クラブ 1,850,000 円 --- 
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（敬称略）

Ｒ Ｚ ＺＣ名 クラブ名

1
大美賀　優
（足利中央）

足利、足利西、足利中央

2
田村　桂介
（佐野西）

佐野、田沼、葛生、佐野西、
佐野中央、岩舟

1
比留間　国良
（小山東）

小山、下野、小山東、小山西、
小山城南、小山ＦＣ、小山ＦＢ

地区ガバナー
第一副地区ガバナー
第二副地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計

福田　智恵
前原　正義
中山　光明
関　　喜一
鵜山　　明

2
加藤　陽一郎
（栃木）

栃木、藤岡、栃木都、
栃木うづま、大平、
栃木セントラル、とちぎ蔵の街

地区ガバナー
第一副地区ガバナー
第二副地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計

福田　智恵
前原　正義
中山　光明
関　　喜一
鵜山　　明

1
佐藤　恒一
（壬生）

宇都宮、石橋、壬生、
宇都宮おおるり高根沢、
鹿沼高根沢

2
笹沼　昭司
（氏家）

宇都宮東、宇都宮北、氏家、
真岡、宇都宮二荒、
宇都宮河内、宇都宮マロニエ、
宇都宮ワイン

1
伊東　一秀
（宇都宮西）

日光、宇都宮中央、今市、
宇都宮西、宇都宮ひかり、
宇都宮友愛

　地区ガバナー
　第一副地区ガバナー
　第二副地区ガバナー
　キャビネット幹事
　キャビネット会計

福田　智恵
前原　正義
中山　光明
関　　喜一
鵜山　　明

2
菊池　昭二
（西那須野）

黒磯、大田原、西那須野、
那須野ヶ原

　地区ガバナー
　第二副地区ガバナー
　キャビネット幹事
　キャビネット会計

福田　智恵
中山　光明
関　　喜一
鵜山　　明

※ 日程その他不都合がある場合は、キャビネット事務局までご連絡をお願いします。

※ ゾーン合同で開催予定の場合も、同様にご連絡をお願いします。

※ 出席者に変更がある場合は、各ゾーンにご連絡致します。

　地区ガバナー
　第一副地区ガバナー
　第二副地区ガバナー
　キャビネット幹事
　キャビネット会計

福田　智恵
前原　正義
中山　光明
関　　喜一
鵜山　　明

2024/9/7（土）

2024/9/14（土）

地区ガバナー公式訪問予定表

開催日 出席者

1 2024/8/25（日）

　地区ガバナー
　第一副地区ガバナー
　第二副地区ガバナー
　キャビネット幹事
　キャビネット会計

福田　智恵
前原　正義
中山　光明
関　　喜一
鵜山　　明

4

2

2024/8/10（土）

2024/8/3（土）

3 2024/8/31（土）
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保険について 
 
ライオンズクラブ国際協会は世界規模でライオンズを補償対象とする事業者賠

償責任保険に加入しています。すべてのクラブおよび地区が自動的に被保険者

となり、以下のリンクから、自動的に加入した保険の証拠となるご自分の保険証

書を作成できます。同様に以下のリンクから表示できる一般損害賠償責任概要

では、保険の被保険者、保険の基本的事項、免責などの自動適用範囲について説

明しています。また、様々な資金集めをするときに使用できる自己点検チェック

リストにもアクセスできます。 
 
 ・保険証書 
 ・損害賠償責任保険プログラム小冊子（2017年 10月改訂） 
 ・自己点検チェックリスト（2007年 9月改訂） 
 
＊詳細については、国際協会ウェブサイトをご確認ください。 
https://www.lionsclubs.org/ja/resources-for-members/resource-center/insurance 
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委員長報告 
地区ＧEＴコーディネーター  

          ＥＸＴ・会員増強委員長             大 橋  孝 生 

（小山 FC LC） 

 
 2024～2025 年度 GET コーディネーター及び会員増強・EXT・維持委員長を仰せつかりました、

小山 FC ライオンズクラブ所属の L大橋 孝生と申します。 

 

 今期から 333-B地区にも独立して設立されましたGET（グローバル・エクステンション・チーム）で

あります。新クラブ設立・新会員獲得・会員満足度アップに積極的に取り組みたいと思います。 

           

まず、EXT により地区の若返りを図ります。そして新会員を加えてクラブの活性化を図り達成感

のあるアクティビティを行う事により、自然と魅力あるクラブが増える事と思います。 

各クラブの皆様、今一度クラブの共通の目標・目的・一人ではできないアクティビティなど真剣

に話し合ってみて下さい。きっと新しい課題がみつかり、新しい発想が生まれると思います。そして

クラブ内コミュニケーションを大切にして下さい。=楽しさに繋がるのではないでしょうか。自然とい

ろいろな個性を持ったメンバーが集まって来るように感じます。 

 

 当たり前の事を真剣に、どれだけ楽しんでやるか！簡単なようで難しい事ですが、福田ガバナー

のスローガンの中のいろいろな意味での+ONE を皆様も心において、全員で会員増強に取り組み

ましょう。全力で挑戦させていただきます。 

 

 そして組織内では、GAT チームと横の繋がりを強め、結束して EXT・会員増強プログラムを策定

致します。 ZC・副 ZCの皆様にはゾーンの GMT コーディネーターを兼務していただきまして、沢

山の情報交換ができれば幸いです。何年も継続するクラブを 1 つでも多く設立できるように、未熟

ではありますが、333-B 地区の明るい未来のために精一杯尽くしてまいりますのでご指導、ご協力

を心よりお願い申し上げます。 

 

＊目標 

 新クラブ設立 3 クラブ（チャーターメンバー45名） 

 各クラブ 20％会員純増 

 退会者を 9％に抑える 

 特別家族会員 247名を家族会員へアップグレード 
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委員長報告 
地区ＧＬＴコーディネーター 

長期計画・指導力育成委員長       村 上  正 明 

（今市 LC） 

 
今年度 GLT コーディネーター及び長期計画・指導力育成委員長を仰せつかりました今市ライ

オンズクラブ所属の L村上正明です。 

 １年間、福田智恵ガバナー方針のもと一年間、精一杯努めて参りますのでよろしくお願い致しま

す。 

 

 長期にわたるコロナウイルス感染症も昨年５月より５類に移行され、地域の祭事が順次再開され

ているわけですが、各クラブにおいての活動がコロナ禍以前の活動に再開するのにあたり、苦戦

しているクラブも多くあると感じております。昨年一年間を振り返り、単独クラブでは会員の減少や

様式の変化に対応が難しいクラブも少なくないと感じてきました。今期では、ゾーン単位や近隣ク

ラブでの連携をとった共同アクティビティを視野に入れて頂き、それぞれのプラスワンを目指して

頂く事が、新しい次代へのリーダー発掘や若手育成につながると考えます。これからの奉仕の考

え方は、サーバントリーダーシップ型であり、各クラブの会長は支援型リーダーシップを取り入れる

ことで多様性のある環境で大きな効果が期待されると考えます。まずは、クラブメンバーの皆様の

モチベーションを高めて頂き実行することが組織の維持に繋がると思います。 

 

 さて、当委員会では、ガバナー・スローガン「We Sarve！幸せ紡ぐ+ＯＮＥ」に基づき、企画実行

を行いたいと思います。３３３-Ｂ地区各クラブ活動が円滑に行えるようなプラスワンを考え、次世代

のリーダー発掘が育成組織力強化に繋がると思います。加えて、今期３３３－Ｂ地区で初の女性ガ

バナーが誕生しました。方針の中に「女性や若手のリーダーシップ育成とエンゲージメントを強化」

とありますが、今期の活動として、新たに女性会員ならではの考え方や若手の満足度向上に対し

各クラブの会長様に新たなプラスワンを加えたアクティビティを取り入れて頂きたいと思います。 

 すべては、新規会員が増強できなければ新たなクラブリーダーが育成できないので、今期は、

各コーディネーターや各委員長と連携を取り、全体のプラスワンを目指したいと考えますので各ク

ラブの皆様、各委員の皆様には、一層のご協力をよろしくお願いいたします。 

◎新人スクール 

 昨年同様、各ゾーン単位での新人スクールを計画して頂きたいと思います。 

◎指導力育成 

 公認ガイディングライオンや若手・女性など指導者発掘の為の研修会の実施など。 

 

 

委員長報告 
地区ＧEＴコーディネーター  

          ＥＸＴ・会員増強委員長             大 橋  孝 生 

（小山 FC LC） 

 
 2024～2025 年度 GET コーディネーター及び会員増強・EXT・維持委員長を仰せつかりました、

小山 FC ライオンズクラブ所属の L大橋 孝生と申します。 

 

 今期から 333-B地区にも独立して設立されましたGET（グローバル・エクステンション・チーム）で

あります。新クラブ設立・新会員獲得・会員満足度アップに積極的に取り組みたいと思います。 

           

まず、EXT により地区の若返りを図ります。そして新会員を加えてクラブの活性化を図り達成感

のあるアクティビティを行う事により、自然と魅力あるクラブが増える事と思います。 

各クラブの皆様、今一度クラブの共通の目標・目的・一人ではできないアクティビティなど真剣

に話し合ってみて下さい。きっと新しい課題がみつかり、新しい発想が生まれると思います。そして

クラブ内コミュニケーションを大切にして下さい。=楽しさに繋がるのではないでしょうか。自然とい

ろいろな個性を持ったメンバーが集まって来るように感じます。 

 

 当たり前の事を真剣に、どれだけ楽しんでやるか！簡単なようで難しい事ですが、福田ガバナー

のスローガンの中のいろいろな意味での+ONE を皆様も心において、全員で会員増強に取り組み

ましょう。全力で挑戦させていただきます。 

 

 そして組織内では、GAT チームと横の繋がりを強め、結束して EXT・会員増強プログラムを策定

致します。 ZC・副 ZCの皆様にはゾーンの GMT コーディネーターを兼務していただきまして、沢

山の情報交換ができれば幸いです。何年も継続するクラブを 1 つでも多く設立できるように、未熟

ではありますが、333-B 地区の明るい未来のために精一杯尽くしてまいりますのでご指導、ご協力

を心よりお願い申し上げます。 

 

＊目標 

 新クラブ設立 3 クラブ（チャーターメンバー45名） 

 各クラブ 20％会員純増 

 退会者を 9％に抑える 

 特別家族会員 247名を家族会員へアップグレード 
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委員長報告 
次期地区 GMT・FWT コーディネーター 

会員増強・会員維持・家族・女性委員長  杉 本  真 由 美 

    （栃木うづま LC）  

 
  この度、ＧＭＴ・FWT コーディネーター、会員増強・会員維持・家族・女性委員長を拝命いたし

ました、栃木うづまライオンズクラブ所属 L杉本真由美と申します。初めての大役に、至らない点も

沢山あると思いますが、精一杯頑張りますので会員の皆様ご協力よろしくお願いいたします。 

 

【活動目標】 

 

１. 各クラブ２０パーセントの会員増強 

２．GST と連携を取り ACT参加を推進 

３．支部クラブの会員増強により、会費全額会員クラブへの移行を支援 

４．特別家族会員の家族会員への移行推進 

５．各クラブの女性会員割合目標を３０パーセントとして推進 

 

 

 会員増強、会員維持は３３３－B地区が抱える深刻な問題です。 

現在３３３－B 地区の退会率は会員数のおよそ１０パーセント、特別家族会員の移行を推進してい

かなければならない今、新規入会が１０パーセントだと会員数の維持は難しい状況となっています。

新規入会率の向上、そして退会率の減少、そのために本年度は GEＴ・GST・GLT と連携し、ライ

オンズクラブに興味を持ってもらえる ACT、入会したくなる ACT、そして続けていきたいと思っても

らえる ACTを積極的に開催していきたいと思います。 

 

本年度は３３３－B地区初の女性ガバナー、福田智恵ガバナーが誕生しました。 

ライオンズクラブにおいても今後はますます女性会員の活躍が期待されてくることでしょう。堅苦し

い活動目標ではありませんが、この１年間で各リジョン又はゾーンごとに女性会員の声を拾わせて

いただきたいと思っています。訪問した際にはざっくばらんにご意見をお聞かせください。 

 

 先に申し上げたように、本当に不慣れで頼りないコーディネーターです。 

ですが、不慣れだからこそ皆様のご意見を素直に吸収できると思っております。 

会員の皆様、これから１年間ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
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委員長報告 
         地区ＧＳＴコーディネーター 

         奉仕委員長                    渡 邉  勇 人 

（黒磯 LC） 

 
2024～2025 年度 GST コーディネーター、奉仕委員長を仰せつかりました黒磯 LC 所属 L 渡

辺勇人です。今回、初のコーディネーター、委員長という大役ではございますが、今年一年しっか

りと役職をこなしていきます。 

 

GST コーディネーターは、333-B 地区の各 LC が地域社会のニーズに応えることができるよう

に、ゾーンを通じて各クラブのメンバーに奉仕活動を提案し、各地域に影響力ある奉仕を増やし、

それに携わる会員の満足度を高めるとあります。 

ガバナー・スローガン「We Serve!幸せを紡ぐ+ONE」に書かれています「+ONE」のキーワードが

今後のライオンズのアクティビティにおいて重要になり、各クラブのメンバーが「+ONE」の意識で奉

仕活動をしていくこと。この意識づけに力を入れていくことがコーディネーターのやるべき事であり、

魅力あるライオンズクラブを創り上げていくものだと考えております。 

 

アクティビティ・スローガン「温故知新－力を結束して仲間とともにイノベーションを進めよう！-」

とあります。イノベーションとは「革新」などを意味するものですが、新しいことだけに目を向けるの

ではなく、以前から学んだこと、やってきたことに対しそれをなくすのではなく、これからの未来に

向けて「捉え方」を変えていき、今後のライオンズのアクティビティに活かしていくことが「温故知新」

だと思います。 

そしてそのことを GST コーディネーターとして各クラブと増やし「意味ある、そして次に繋がる」ア

クティビティを生み出せたらと考えます。 

 

また、奉仕委員会として献眼・献血・糖尿病予防、小児がん支援（ヘアドネーション・レモネード

スタンド）、食糧支援（フードドライブ）、子ども支援等の活動に関しても行っていきます。献眼に関

しては、献眼登録者の拡充・献眼発生時に迅速に対応できる仕組づくりを LC メンバーに呼び掛

けること。献血に関しては、献血 ACT の中で「+ONE」として、子供達には大人になって、献血とい

う「社会貢献活動」もあるということを知っていただく活動や、ヘアドネーション・レモネードスタンド・

フードドライブなどの PR も献血 ACTの中に取り入れていただけると「＋ONE」どころか「＋２・＋３」

にもなっていきます。糖尿病予防に関しては、健康管理の徹底などを呼び掛けていきます。 

 

GST コーディネーターとして皆様の活動をサポートしていきますので、何かありましたら是非ご

相談ください。最後になりますが、ライオンポータルの 100％登録にも力を入れていきますので、ど

うぞ宜しくお願い致します。 

 

 

委員長報告 
次期地区 GMT・FWT コーディネーター 

会員増強・会員維持・家族・女性委員長  杉 本  真 由 美 

    （栃木うづま LC）  

 
  この度、ＧＭＴ・FWT コーディネーター、会員増強・会員維持・家族・女性委員長を拝命いたし

ました、栃木うづまライオンズクラブ所属 L杉本真由美と申します。初めての大役に、至らない点も

沢山あると思いますが、精一杯頑張りますので会員の皆様ご協力よろしくお願いいたします。 

 

【活動目標】 

 

１. 各クラブ２０パーセントの会員増強 

２．GST と連携を取り ACT参加を推進 

３．支部クラブの会員増強により、会費全額会員クラブへの移行を支援 

４．特別家族会員の家族会員への移行推進 

５．各クラブの女性会員割合目標を３０パーセントとして推進 

 

 

 会員増強、会員維持は３３３－B地区が抱える深刻な問題です。 

現在３３３－B 地区の退会率は会員数のおよそ１０パーセント、特別家族会員の移行を推進してい

かなければならない今、新規入会が１０パーセントだと会員数の維持は難しい状況となっています。

新規入会率の向上、そして退会率の減少、そのために本年度は GEＴ・GST・GLT と連携し、ライ

オンズクラブに興味を持ってもらえる ACT、入会したくなる ACT、そして続けていきたいと思っても

らえる ACTを積極的に開催していきたいと思います。 

 

本年度は３３３－B地区初の女性ガバナー、福田智恵ガバナーが誕生しました。 

ライオンズクラブにおいても今後はますます女性会員の活躍が期待されてくることでしょう。堅苦し

い活動目標ではありませんが、この１年間で各リジョン又はゾーンごとに女性会員の声を拾わせて

いただきたいと思っています。訪問した際にはざっくばらんにご意見をお聞かせください。 

 

 先に申し上げたように、本当に不慣れで頼りないコーディネーターです。 

ですが、不慣れだからこそ皆様のご意見を素直に吸収できると思っております。 

会員の皆様、これから１年間ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
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公益財団法人　栃木県アイバンク

【献眼発生時の連絡網】・・・・ （公財）栃木県アイバンクとの効率的でミスの少ない連絡方法

　　333-Ｂ地区

⑤

③

    献眼担当

① ＴＥＬ 028-624-1010（24時間対応）     キャビネット委員長

携帯　090-3085-9919（24時間対応） ④
ＦＡＸ 028-624-0096

　　　　クラブ会長の判断で連絡

　自治医科大学

 ゾーン・チェアパーソン    　　　（眼科） 　附属病院（眼科）

 地区委員 ＴＥＬ0282-86-1111 ＴＥＬ0285-44-2111

ＦＡＸ0282-86-0630 ＦＡＸ0285-44-8365

①

②

③
　　

④

⑤

　　 

　　　　献眼発生時の対応について 別 紙

献眼発生時は、まず「栃木県アイバンク」へ（献眼者氏名、住所、生年月日、死因な
ど）を電話連絡して下さい。２４時間３６５日連絡可能です。

アイバンクは摘出医を決定し、紹介者に折り返し摘出予定時間及び摘出場所の確認の電
話を入れます。

厚生労働大臣と栃木県知事の感謝状、アイバンクの生花・香典一式の手配は、アイバン
クが行い、お通夜か告別式に持参してもらいます。

ライオンズクラブ国際協会

　　333-Ｂ地区

キャビネット

ＴＥＬ 028-627-0012

ＦＡＸ 028-627-0019

ライオンズクラブ国際協会

会員の方にはライオンズクラブのガバナー感謝状・生花・香典が贈られます。
一般献眼者の方へは、ガバナー感謝状・香典が贈られます。

アイバンクからの問い合わせには、早急に回答をお願いします。葬儀までの日数が少な
い中で、アイバンクでは斎場司会者と感謝状代読者等の打ち合わせをする為、回答が無
い場合は、紹介クラブを第一優先に対応して頂きます。

　地区ガバナー　福田　智恵

　　携　帯　090-1794-1221

　　ＦＡＸ　028-638-2177

獨協医科大学病院

アイバンク　

　（キャビネットの休日のみ）

提　供　者

ライオンズクラブ

②
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委員長報告 
 

             地区 LCIF委員長      海 老 原  淳  

（宇都宮友愛 LC） 

 
この度、LCIF 委員長を拝命いたしました宇都宮友愛ライオンズクラブ所属 L 海老原 淳です。

前期までは LCIF・アラート・献眼・献血・糖尿病予防と五つの活動が委員会としてありましたが、昨

今 LCIF への重要性は益々高まっており、今期は LCIF を一本の大きな柱とし福田智恵ガバナー

方針に基づき活動して参ります。 

 

【今期の目標額】１３０，０００ドル（前期同目標、前期達成 115,487 ドル 88.8％前期目標額未達） 

この目標は、メンバー１人が月々約２,０００円寄付することで目標を達成できます。 

しかし前期は一人１００ドルの目標が達成できませんでした。クラブによっては、諸事情により例

会に出席できないメンバーや家族会員などからは協力を仰ぎにくいとの声もあります。クラブ全メ

ンバーでの１００ドル献金と申し上げても現実難しいのも理解しております。 

LCIF 献金はクラブ献金と個人献金の MJF１,０００ドルおよび分割 MJF（５０ドル・１００ドル・２００

ドル他）があります。目標額を定め、クラブ全体で１,０００ドル寄付と１００ドル寄付を下記の寄付例

のように使いわけ、クラブ一丸となってその目標を達成していただきたいと思います。 

クラブの目標額は、１３０,０００ドル/８７２（会費全額会員数）＝１５０ドル 

              １５０ドル×メンバー数で算出できます。 

寄付例１：クラブメンバー１０名【クラブ目標額 1500ドル（100ドル寄付 2口５名、100ドル寄付５名）】 

寄付例２：クラブメンバー１８名【クラブ目標額 2700 ドル（1000 ドル寄付１名、100 ドル寄付１７名）】 

ライオンズレート７月＄１＝￥160.698247 

 

【333-B地区合同 ライオンズ＋ONEセミナー開催のお知らせ】 

令和６年９月１６日（月）１３：００より宇都宮ライトキューブにて開催されます。 

会員増強や LCIF の研修会となりますが、クラブ間交流がライオンズの醍醐味となっております。

是非懇親会だけでもご参加ください。詳細は事務局からご案内がございます。 

 

【クラブシェアリング交付金の活用について】 

交付金を使ってアクティビティをすることが出来ます。 

５，０００ドル以上寄付した年度（７月１日～翌６月３０日）があれば翌年度に寄付額の１５％が 

その費用として申請することが出来ます。申請についてはご不明な点があればキャビネット事務局

にお問い合わせください。 

ライオンズクラブ国際協会のホームパージにて詳細をご覧いただけます。 

https://www.lionsclubs.org/ja/lcif-grants-toolkit#mod5 
                                        

 

 

 

皆様と共に力を合わせ精一杯務めて参ります。一年間という短い期間では御座いますが、何卒ご

理解ご協力をお願い申し上げます。 

ライオンズメンバー全員で目標を達成いたしましょう！！ 
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委員長報告 

 

地区マーケティング・ＰＲ・ＩＴ・会則委員長  北 條  浩 之 

（宇都宮中央 LC） 

 

マーケティング・PR・IT・会則委員長を務めます、宇都宮中央ライオンズクラブ所属のL北條浩

之です。 

 

福田智恵地区ガバナー方針の4項目にあります、「ライオンズの啓発活動と情報発信を積極的に

行い、ライオンズを広める」の基に、皆様のご指導、ご協力をいただきながら 333B地区一丸となり

頑張ります。 

 

※ライオンポータルの移行のやり方と登録情報の推奨 

地区GSTコーディネーター，奉仕委員長のL渡邉と共に推進して参ります。 

 

目標の一つは、マーケティング戦略の構築に取り組むことです。ターゲット層の明確化、効果的な

メッセージの伝達を通じて、新たなメンバーや支援者を獲得し、地域社会に対する貢献を拡大し

ていきます。 

 

ライオンズクラブの活動や価値観をより広く（対内外）知らせるために、広報発信に特化しPR戦略と

ITの活用を強化させます。 

ソーシャルメディア、ハッシュタグ・フォロー・QRの活用や積極的なPR活動が必要です。 

また、ITツールの効果的な利用を通じて、メンバー間の連携を強化し、活動の効率化を図ります。 

 

最後に、会則の改訂等ありましたら速やかに報告いたします。 

 

皆様のご協力とご支援がなくてはこれらの目標を達成することはできませんので、よろしくお願い

致します。引き続き、皆様とともに、ライオンズクラブの理念に基づいた活動を展開していきたいと

考えています。 
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委員長報告 
 

地区国際大会参加・環境保全・アラート委員長  鈴 木  國 勝 

（宇都宮東 LC） 

 

この度、上記委員長を命ぜられました、鈴木でごいます。 2024〜2025年度福田智恵ガバナー

のスローガン並びに 5つの方針の実現を目指してまいりますので、メンバーの皆様のご指導とご

協力を宜しくお願い申し上げます。 

【国際大会参加】 

国際大会、東洋東南アジアフォーラム(OSEAL FORUM) 下記の通り二大大会が開催されます。 

一人でも多くの参加をお願い致します。 

｛第 107回 国際大会｝ 

開催地 メキシコ、メキシコシティ 

開催日 2025年 7月 4日〜8日 

｛第 61回東洋東南アジアフォーラム(OSEAL FORUM)｝ 

開催地 タイ•パタヤ 

開催日 2024年 11月 14日〜17日 

【環境保全】 

足尾へ植樹推進• 333-B地区合同 ACTを企画。行きたいレオクラブや地域の青少年及び家族と

連携して一緒に自然環境保全へ寄与して行きたい。 

ペットボトルのキャプを集めて世界の子供たちにワクチンを届けよう・温暖化防止が叫ばれている

昨今、エネルギーの節約・自然保護・ゴミの減量は処理から発生する二酸化炭素削減にもなりま

す。  

【ALART(アラート)】 

災害が起きた時何が必要か、地元を知っている LC メンバーを通じて確認をして行きたいと思って

おります。皆様のご協力をお願いします。 

 

 

委員長報告 

 

地区マーケティング・ＰＲ・ＩＴ・会則委員長  北 條  浩 之 

（宇都宮中央 LC） 

 

マーケティング・PR・IT・会則委員長を務めます、宇都宮中央ライオンズクラブ所属のL北條浩

之です。 

 

福田智恵地区ガバナー方針の4項目にあります、「ライオンズの啓発活動と情報発信を積極的に

行い、ライオンズを広める」の基に、皆様のご指導、ご協力をいただきながら 333B地区一丸となり

頑張ります。 

 

※ライオンポータルの移行のやり方と登録情報の推奨 

地区GSTコーディネーター，奉仕委員長のL渡邉と共に推進して参ります。 

 

目標の一つは、マーケティング戦略の構築に取り組むことです。ターゲット層の明確化、効果的な

メッセージの伝達を通じて、新たなメンバーや支援者を獲得し、地域社会に対する貢献を拡大し

ていきます。 

 

ライオンズクラブの活動や価値観をより広く（対内外）知らせるために、広報発信に特化しPR戦略と

ITの活用を強化させます。 

ソーシャルメディア、ハッシュタグ・フォロー・QRの活用や積極的なPR活動が必要です。 

また、ITツールの効果的な利用を通じて、メンバー間の連携を強化し、活動の効率化を図ります。 

 

最後に、会則の改訂等ありましたら速やかに報告いたします。 

 

皆様のご協力とご支援がなくてはこれらの目標を達成することはできませんので、よろしくお願い

致します。引き続き、皆様とともに、ライオンズクラブの理念に基づいた活動を展開していきたいと

考えています。 
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委員長報告 

 

地区ＹＣＥ・レオ・青少年育成委員長  佐 藤  公 彦 

（宇都宮ひかり LC） 

 

2024-2025年度 YCE・レオ・青少年育成委員長を務めます、宇都宮ひかりライオンズクラブ所属  

L 佐藤公彦です。私自身、勉強・経験不足とまだまだ不足としている点が多々ございますが、精一

杯学びながら進めさせていただきます。皆様のご指導・ご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げ

ます。 

 

福田智恵ガバナーが掲げられている「We Serve！幸せ紡ぐ+ONE」のもと、若い新しいライオンを

育成していくために「+ONE」で何ができるのかを考えながら委員会活動の活性化を図っていきま

す。 

 

2023 年冬期から YEC の受入れが再開されました。2024 年も夏期 YCE 受入れに 2 名のエントリ

ーを頂いており、7月 28日～8月 3日の予定でサマーキャンプなどの予定が組まれています。 

受入れをしていただける、小山 FCLC・小山城南 LC の皆様には感謝するとともに、来日される 2

名の YCE 生が日本文化を経験そして学び、自国に経験を持って帰って頂けるよう進めてまいりま

す。 

 

6月 28日（金）に 333複合地区での YCE委員会に参加をさせて頂きました。 

夏期の受入れ体制・スケジュールなどについてと冬期の受入れ体制・今後の展開などについての

話し合いが行われました。 

 

夏期受入れについては、7月 21日 成田空港に来日生のお迎え、7月 28日から新潟県でのサマ

ーキャンプ立会い等の活動をさせて頂くことになります。 

 

レオの活動についても、福田智恵ガバナーが実行進めていきたいことを最大限に理解し、レオの

活動が次世代へのイノベーションには絶対に必要な活動と考え、現在のレオクラブと共に、活動を

広めていきたいと深く考えます。 

 

上記のことを実行させて頂くことで、YCE・レオ・青少年委員会活動を通じながら、地域にライオン

ズクラブの活動を広めていくと共に、活動の存在を高めていく行動をとってまいります。社会情勢

が大きく変化していくこの時代に、ガバナースローガンの「幸せ紡ぐ」活動を行っていきますので、

皆様ご指導・ご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げます。 
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委員長報告 
                       

地区ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長  牧 野  昌 敏 

（宇都宮西 LC） 

 

ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長を務めさせていただきます、宇都宮西ライオンズクラブ

所属の L牧野です。宜しくお願い致します。 

ライオンズクエストは学校を基盤とした、一連のプログラムです。青少年が健全な生活を送り、薬物

から身を守り、自己を肯定的に捉えるために役に立つスキルを身につけていただくものです。ライ

オンズクエストと薬物乱用防止活動は同じ方向性となります。 

 

【ライオンズクエスト】 

ワークショップを開催します。 

我々が出来ないことを子ども達を指導する先生方に子ども達の為に学んでいただきます。 

しかしながら、昨今の先生方の職務内容は時間などの制約により、なかなか開催が難しい状況に

あります。先ずは会員の皆様にライオンズクエストを理解していただき、JIYD（青少年育成フォーラ

ム）から認定講師を招いて、ライオンズクエストを会員の皆様と一緒に学びたいと思います。 

 

【薬物乱用防止活動】 

薬物乱用防止教育認定講師養成講座を開催致します。 

令和 6年 10月 27日(日） 13：30から 17：00 場所 護国会館で開催いたします。 

薬物乱用防止の基礎知識を学び、各クラブ、各学校等にて薬物乱用防止教室を開催していただ

きたいと思います。 

最新の情報によると、10 代の若者を中心に市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）が広まっており

ます。この問題に直面している子ども達は、多くの場合、普通の家庭の子ども達です。しかし、親

や学校の先生に相談できない環境に置かれていることが多いです。彼らはオーバードーズが悪い

と知りながらも、それを解決する手段がわからずに悩んでいます。 

私たちライオンズクラブは、薬物乱用防止のメッセージ「ダメ、絶対！」に＋ONE の姿勢を加え、

「何か、悩み事有る？何かあるなら遠慮なく言ってね」と、子ども達に寄り添うことを目指します。薬

物乱用防止教室を通じて、子ども達に対して私たちから積極的に声をかけたり、信頼できる大人

がいることを伝え、相談しやすい環境を作りましょう。 

また、ライオンズクラブだからこそできる専門家への橋渡し役を果たし、子ども達が適切な支援を

受けられるよう、子ども達の未来を守るために力を合わせていきましょう。 

 

 

委員長報告 

 

地区ＹＣＥ・レオ・青少年育成委員長  佐 藤  公 彦 

（宇都宮ひかり LC） 

 

2024-2025年度 YCE・レオ・青少年育成委員長を務めます、宇都宮ひかりライオンズクラブ所属  

L 佐藤公彦です。私自身、勉強・経験不足とまだまだ不足としている点が多々ございますが、精一

杯学びながら進めさせていただきます。皆様のご指導・ご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げ

ます。 

 

福田智恵ガバナーが掲げられている「We Serve！幸せ紡ぐ+ONE」のもと、若い新しいライオンを

育成していくために「+ONE」で何ができるのかを考えながら委員会活動の活性化を図っていきま

す。 

 

2023 年冬期から YEC の受入れが再開されました。2024 年も夏期 YCE 受入れに 2 名のエントリ

ーを頂いており、7月 28日～8月 3日の予定でサマーキャンプなどの予定が組まれています。 

受入れをしていただける、小山 FCLC・小山城南 LC の皆様には感謝するとともに、来日される 2

名の YCE 生が日本文化を経験そして学び、自国に経験を持って帰って頂けるよう進めてまいりま

す。 

 

6月 28日（金）に 333複合地区での YCE委員会に参加をさせて頂きました。 

夏期の受入れ体制・スケジュールなどについてと冬期の受入れ体制・今後の展開などについての

話し合いが行われました。 

 

夏期受入れについては、7月 21日 成田空港に来日生のお迎え、7月 28日から新潟県でのサマ

ーキャンプ立会い等の活動をさせて頂くことになります。 

 

レオの活動についても、福田智恵ガバナーが実行進めていきたいことを最大限に理解し、レオの

活動が次世代へのイノベーションには絶対に必要な活動と考え、現在のレオクラブと共に、活動を

広めていきたいと深く考えます。 

 

上記のことを実行させて頂くことで、YCE・レオ・青少年委員会活動を通じながら、地域にライオン

ズクラブの活動を広めていくと共に、活動の存在を高めていく行動をとってまいります。社会情勢

が大きく変化していくこの時代に、ガバナースローガンの「幸せ紡ぐ」活動を行っていきますので、

皆様ご指導・ご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げます。 
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第１号議案 地区キャビネット会計監査委員の委嘱について

Ｌ中山　斉 （栃木うづまＬＣ）

Ｌ髙瀨　重嗣 （大田原ＬＣ）

第２号議案 担保提供の免除について

第３号議案 年次大会表彰規定の制定について

本年度の年次大会表彰規定を、別に記載の通り定め表彰したい。

（ Ｐ３０～Ｐ３１ ）

第４号議案 ３３３－Ｂ地区ガバナーおよび第１・第２副地区ガバナー候補者推薦推薦手続きについて

　 （ Ｐ３２～Ｐ３６ ）

第５号議案 旅費規程及び慶弔見舞金規定について

旅費規程及び慶弔見舞金規定を別紙記載の通り定めたい。

（ Ｐ３７ ）

第６号議案 ３３３－B地区緊急援助資金規定の改正について

アラート委員会の構成に、地区アラート委員長を加えたい。

（ Ｐ３８ ）

第７号議案 ２０２３－２０２４年度 収支会計報告の承認について

（ Ｐ３９～Ｐ４３ ）

第８号議案 ２０２４－２０２５年度 予算案の承認について

（ Ｐ４４～Ｐ４７ ）

第９号議案 特別家族委員会の家族委員会への移行について

地区ガバナー提出議案

本年度の３３３－Ｂ地区における地区ガバナー及び第１・第２副地区ガバナー候補者推
薦手続きは、３３３－Ｂ地区ガバナーおよび第１・第２副地区ガバナー候補者推薦手続規
則に基づき進めることとしたい。

キャビネット幹事及びキャビネット会計の職務執行の保証としての担保提供については、
これを免除したい。

２０２４－２０２５年度（以下議案文中「本年度」と呼称）の地区キャビネット会計監査委員を
次のライオンに委嘱したい。

第７０回３３３複合地区年次大会において、２０２５－２０２６年度から会員種別の特別家族
会員は家族会員とすることが承認されたことから、３３３－B地区においてもこれに準ずる
ものとする。
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第１０号議案 ３３３－B地区コンプライアンス委員会の設置について

第１１号議案 　LCIF地区シェアリング交付金申請の件について（青少年）

第１2号議案 　LCIF地区シェアリング交付金申請の件について（人道支援）

日本は１９９４年にこどもの権利条約を批准して３０年が経過した現在も、こどもの権利を
巡る課題は深刻である。少子化が進行し、こどもの数は減少しているが、虐待通報件数
は増加しており、不登校児童・生徒の増加、家族の社会的孤立、相対的貧困、そして関
係性の貧困が増加している。これらの課題に対し、こどもの権利を守る社会の構築に向
けたアドボカシー運動を展開するため、「（仮称）SDGs こどもの未来応援！ライオンズ
フォーラム」を開催する。こどもの最善の利益を考えるとともに、意見を尊重する場を提供
するため、LCIF地区シェアリング交付金を申請したい。

能登半島地震被災者支援のため、被災地へ出向いて直接支援物資を届け、更に、炊き
出し等の食糧支援を実施するため、LCIF地区シェアリング交付金を申請したい。

第７０回３３３複合地区年次大会において複合地区会則に禁忌事項が規定され、既に効
力を生じていることから、コンプライアンス委員会を設置する。委員会構成メンバーは、地
区ガバナー、全地区ガバナー、第一副地区ガバナー、第二副地区ガバナー、キャビネッ
ト幹事、キャビネット会計、FWTコーディネーター、会則委員長とし、委員長は地区ガバ
ナーが当たる。
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２０２４-２０２５年度 年次大会表彰規程 
 

上記算定期間は 2024.03～2025.02 とする。選考にあたっては、ＺＣ及び地区委員の推薦を

尊重し、最終的にはガバナーに一任する。このアワードをクラブの活性化に活用されたい。 

 

個人賞 

１．国際アワード 

国際会長賞 

リーダーシップ賞 

ニューボイス賞 

国際会長感謝状 

 

２．ＬＣＩＦアワード 

  国際会長感謝状・・・・・・・ ＬＣＩＦ個人寄付５口以上の会員  

  ＬＣＩＦ理事長感謝状・・・・ ＬＣＩＦ個人寄付３口以上の会員 

 

３．複合地区議長アワード 

 複合地区議長感謝状 

 

４．地区ガバナー特別功労者アワード 

 （１）キャビネット運営功労特別賞 

 （２）会員増強賞 

 （３）事業推進功労賞 

 （４）クラブＥＸＴ特別賞 

 （５）クラブ支部・レオクラブＥＸＴ特別賞 

 （６）ＬＣＩＦ推進功労賞 

 （７）ベストゾーン・チェアパーソン賞 

 （８）ガバナーズ特別アワード （４５年以上在籍者 表彰は１回のみ） 

 （９）永年クラブ在籍特別アワード （７０歳以上３０年以上在籍者 表彰は１回のみ） 

 

クラブ賞 

１．地区年次大会アワード 

（１） ３３３-Ｂ地区 最優秀クラブ賞（各リジョンの上位１クラブ） 

     グッドスタンディングであり、クラブ運営に優れ、賞賛されるアクティビティを実施した

クラブを年次大会アワード表彰基準の得点をもとに総合的に考慮して表彰する。 

（２） ３３３-Ｂ地区 優秀クラブ賞（各リジョンの最優秀クラブ賞次点の１クラブ） 

     最優秀クラブに次いでグッドスタンディングであり、クラブ運営に優れ、賞賛されるア

クティビティを実施したクラブを年次大会アワード表彰基準の得点をもとに総合的に

考慮して表彰する。 
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年次大会アワード表彰基準 

 項   目 単位 得点 

ク
ラ
ブ
運
営
部
門 

1．ガバナー諮問委員会に会長、第一副会長、幹事の３名が出席

した場合（前年度３回目＋本年度１・２回目を対象） 委員会毎 ＋３０ 

2．マンスリーレポートが、毎月期日までに報告された場合 毎月 ＋３０ 

マンスリーレポートが、毎月期日までに未報告だった場合 毎月 －３０ 

3．国際会費半期分が上・下期の期日までに納入できた場合 半期毎 ＋５０ 

地区会費半期分が上・下期の期日までに納入できた場合 半期毎 ＋５０ 

4．セミナー・年次大会等の登録料が期日までに納入できた場合 都度 ＋３０ 

セミナー・年次大会等の登録料が期日までに未納入だった場合 都度 －３０ 

5. セミナー・年次大会等の参加者数 １人当たり ＋１０ 

6. 国際大会・OSEALフォーラム参加者数 １人当たり ＋５０ 

7．エクステンションをしたクラブ（ライオンズクラブ） １クラブ ＋３００ 

エクステンションをしたクラブ（レオクラブ） １クラブ ＋２００ 

奉
仕
部
門 

8. ＹＣＥ受入・派遣協力 １人当たり ＋２０ 

9. 平和ポスター 参加クラブ ＋１０ 

10．合同 ACTで＋ONEに取組み会員増強につながった場合 1回 ＋２０ 

11．奉仕・マーケティング評価 ゾーン・チェアパーソンの総合評価 最高 ＋２００ 

委員長の総合評価 最高 ＋３００ 

コーディネーターの総合評価 最高 ＋４００ 

12．地区ガバナーの評価 最高 ＋５００ 

２．会員増強アワード（下記を達成されたクラブ ・ 純増とする） 

（１） 会員増強優秀クラブ賞 金賞 （会員数の２０％以上の純増） 

  銀賞 （会員数の１５％以上２０％未満の純増） 

  銅賞 （会員数の１０％以上１５％未満の純増） 

（２） 支部・家族会員増強 金賞 （８名以上） ※会費全額会員を維持又は純増 

        優秀クラブ賞 銀賞 （６～７名）   し、かつ、特別家族会員を家族 

  銅賞 （４～５名）   会員へ移行した場合を含む。 

（３） 

 

 

会員維持優秀クラブ賞  退会者なしクラブ（逝去は退会扱いとしない） 

 

 

（４） 女性会員増強優秀賞  女性会員の純増クラブ 

 
３．ＬＣＩＦ協力アワード  ＬＣＩＦの協力に顕著なクラブ 
  ダイヤモンド賞・・・・ １,０００ドル献金を５口以上行ったクラブ 
  金賞 ・・・・・・・・・・・ １,０００ドル献金を３口以上行ったクラブ 
  銀賞 ・・・・・・・・・・・ １,０００ドル献金を１口以上行ったクラブ 
  銅賞 ・・・・・・・・・・・・  １００ドル献金を５口以上行ったクラブ（他賞を優先し重複しない） 
  特別賞 ・・・・・・・・・・ クラブ全員が１００ドル以上の献金を行ったクラブ 
 
４．Lion Portal報告アワード 
  アクティビティの報告をサバンナ及び Lion Portal に全て報告され、クラブメンバー（会費全額会
員）の 60％以上がアカウントを取得しているクラブを表彰する。 

 
５．アクティビティアワード 
薬物乱用防止活動優秀賞、青少年育成活動優秀賞、レオクラブ活動優秀賞、環境保全活動優秀賞 

  献眼献血活動優秀賞、マーケティング・PR・SNS・クラブ会報優秀賞、小児ガン支援優秀賞、他 

 

２０２４-２０２５年度 年次大会表彰規程 
 

上記算定期間は 2024.03～2025.02 とする。選考にあたっては、ＺＣ及び地区委員の推薦を

尊重し、最終的にはガバナーに一任する。このアワードをクラブの活性化に活用されたい。 

 

個人賞 

１．国際アワード 

国際会長賞 

リーダーシップ賞 

ニューボイス賞 

国際会長感謝状 

 

２．ＬＣＩＦアワード 

  国際会長感謝状・・・・・・・ ＬＣＩＦ個人寄付５口以上の会員  

  ＬＣＩＦ理事長感謝状・・・・ ＬＣＩＦ個人寄付３口以上の会員 

 

３．複合地区議長アワード 

 複合地区議長感謝状 

 

４．地区ガバナー特別功労者アワード 

 （１）キャビネット運営功労特別賞 

 （２）会員増強賞 

 （３）事業推進功労賞 

 （４）クラブＥＸＴ特別賞 

 （５）クラブ支部・レオクラブＥＸＴ特別賞 

 （６）ＬＣＩＦ推進功労賞 

 （７）ベストゾーン・チェアパーソン賞 

 （８）ガバナーズ特別アワード （４５年以上在籍者 表彰は１回のみ） 

 （９）永年クラブ在籍特別アワード （７０歳以上３０年以上在籍者 表彰は１回のみ） 

 

クラブ賞 

１．地区年次大会アワード 

（１） ３３３-Ｂ地区 最優秀クラブ賞（各リジョンの上位１クラブ） 

     グッドスタンディングであり、クラブ運営に優れ、賞賛されるアクティビティを実施した

クラブを年次大会アワード表彰基準の得点をもとに総合的に考慮して表彰する。 

（２） ３３３-Ｂ地区 優秀クラブ賞（各リジョンの最優秀クラブ賞次点の１クラブ） 

     最優秀クラブに次いでグッドスタンディングであり、クラブ運営に優れ、賞賛されるア

クティビティを実施したクラブを年次大会アワード表彰基準の得点をもとに総合的に

考慮して表彰する。 
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３３３－Ｂ地区 地区ガバナー候補者推薦手続規則 
 

（目  的） 

第１条 本規則は、ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｂ地区を代表する地区ガバナー（以下

「地区ガバナー」という。）の候補者を、円満に推薦するための手続きを定めるものであ

る。 

 

（地区ガバナーの選出） 

第２条 地区ガバナー候補者の選出は、相互理解と互譲の精神を以って選出するものとし、

地区ガバナー候補者の推薦については、地区ガバナー候補者推薦委員会(以下「推薦

委員会」という。)において調整し推薦する。 

 

（地区ガバナーの立候補及び推薦の手続き） 

第３条 地区ガバナー立候補の資格は、ライオンズクラブ国際協会会則の付則（以下「国際

付則」という。）第９条第４項の定めるところによる。 

２ 立候補の意志を持つ有資格者（以下候補者という。）は、地区ガバナー立候補届出書、

立候補者経歴書（以下「立候補者届出書類」という。）を所属するライオンズクラブ会長

（以下「クラブ会長」という。）に提出するものとする。 

   その期限は、８月末日迄とする。 

３ 立候補の届け出を受けたクラブ会長は、理事会の議決を経てクラブ例会または特別会

議に諮り、クラブ推薦の可否を決定する。クラブ推薦が決定した場合、所属クラブ会長は

クラブ推薦書に立候補届出書類を添えて、所属リジョンのリジョン･チェアパーソン(リジョ

ン･チェアパーソンがおかれていない場合は、リジョンをゾーンと読みかえる。以下同じ。)

に送達する。 

   その期限は、９月末日迄とする。 

４ クラブ推薦書等の送達を受けたリジョン･チェアパーソンは、候補者が単数の場合はそ

の候補者を推薦し、複数の場合はリジョン内キャビネット構成員及びクラブ会長を以って

構成する会議を開き、リジョン内推薦候補者１名を決定し、リジョン･チェアパーソン及び

ゾーン・チェアパーソン連名の推薦書に、クラブ推薦書および立候補届出書類を添えて、

推薦委員会に推薦する。 

  その期限は、１０月末日迄とする。 

 

（地区ガバナー候補者推薦委員会による答申） 

第４条 推薦委員会の委員は名誉顧問、リジョン・チェアパーソンより選出し、地区ガバナー

が委嘱状を交付して指名する。委員長は原則として前地区ガバナーが務める。 
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２ 推薦委員会は、次により地区ガバナー候補者を推薦委員会委員長名を以って、地区

ガバナーに答申する。 

その期限は、１１月末日迄とする。 

（１） 各リジョンから推薦を受けた候補者の数が単数の場合には、その候補者を答申す

る。 

（２） 各リジョンから推薦を受けた候補者が複数の場合には、諸般の事情を正確に判断し、

調整を諮り１名の候補者を決定して答申する。 

尚、表決による場合は無記名投票とし、出席者の過半数による賛否同数の場合は、

委員長が決する。                    

 

（地区年次大会への提案） 

第５条 地区ガバナーは、推薦委員会の答申を尊重しキャビネット会議の議決を経て、国際

付則第９条第６項（a）の定めるところにより年次大会に提案する。 

 

（推薦有効期間） 

第６条 本規則に規定された推薦及び推薦に係わる全ての申し合わせの効力は、当該年

度の終了を以って消滅する。 

 

（期限の特例） 

第７条 地区ガバナーは、諸般の状況により前各号の期限を変更することが出来る。 

 

（正会員の権利の保証） 

第８条 本規則は、国際会則及び複合地区会則に定める正会員の権利を排除するもので

はない。 

 

 

付則 

１ 本規則は、２００９年７月１日より施行する。 

２ 地区ガバナーまたは本規則により推薦された地区ガバナー候補者が欠けたときは、本規

則に基づき改めて地区ガバナーまたは地区ガバナー候補者の推薦を行なう。 

その場合、本規則第３条及び第４条の期限の定めは適用しない。 

３ 地区ガバナーは、ガバナー諮問委員会を通じて本規則を各クラブへ周知させる。 

４ 本規則は、２０１５年７月１日より一部改正する。 

３３３－Ｂ地区 地区ガバナー候補者推薦手続規則 
 

（目  的） 

第１条 本規則は、ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｂ地区を代表する地区ガバナー（以下

「地区ガバナー」という。）の候補者を、円満に推薦するための手続きを定めるものであ

る。 

 

（地区ガバナーの選出） 

第２条 地区ガバナー候補者の選出は、相互理解と互譲の精神を以って選出するものとし、

地区ガバナー候補者の推薦については、地区ガバナー候補者推薦委員会(以下「推薦

委員会」という。)において調整し推薦する。 

 

（地区ガバナーの立候補及び推薦の手続き） 

第３条 地区ガバナー立候補の資格は、ライオンズクラブ国際協会会則の付則（以下「国際

付則」という。）第９条第４項の定めるところによる。 

２ 立候補の意志を持つ有資格者（以下候補者という。）は、地区ガバナー立候補届出書、

立候補者経歴書（以下「立候補者届出書類」という。）を所属するライオンズクラブ会長

（以下「クラブ会長」という。）に提出するものとする。 

   その期限は、８月末日迄とする。 

３ 立候補の届け出を受けたクラブ会長は、理事会の議決を経てクラブ例会または特別会

議に諮り、クラブ推薦の可否を決定する。クラブ推薦が決定した場合、所属クラブ会長は

クラブ推薦書に立候補届出書類を添えて、所属リジョンのリジョン･チェアパーソン(リジョ

ン･チェアパーソンがおかれていない場合は、リジョンをゾーンと読みかえる。以下同じ。)

に送達する。 

   その期限は、９月末日迄とする。 

４ クラブ推薦書等の送達を受けたリジョン･チェアパーソンは、候補者が単数の場合はそ

の候補者を推薦し、複数の場合はリジョン内キャビネット構成員及びクラブ会長を以って

構成する会議を開き、リジョン内推薦候補者１名を決定し、リジョン･チェアパーソン及び

ゾーン・チェアパーソン連名の推薦書に、クラブ推薦書および立候補届出書類を添えて、

推薦委員会に推薦する。 

  その期限は、１０月末日迄とする。 

 

（地区ガバナー候補者推薦委員会による答申） 

第４条 推薦委員会の委員は名誉顧問、リジョン・チェアパーソンより選出し、地区ガバナー

が委嘱状を交付して指名する。委員長は原則として前地区ガバナーが務める。 
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３３３－Ｂ地区第１および第２副地区ガバナー候補者推薦手続規則 

 

(目  的) 

第１条 本規則は、ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｂ地区ガバナーを補佐する第１および第２副

地区ガバナー（以下「第１または第２副地区ガバナー」という。）候補者を円満に推薦するための

手続きを定めるものである。 

 

（第１および第２副地区ガバナーの選出） 

第２条 第１および第２副地区ガバナー候補者の選出は、相互理解と互譲の精神を以って選出す

るものとし、第１および第２副地区ガバナー候補者の推薦については、第１および第２副地区ガ

バナー候補者推薦委員会（以下「推薦委員会」という。）において調整し推薦する。 

 

（第１副地区ガバナーの立候補及び推薦の手続き） 

第３条 第１副地区ガバナー立候補の資格は、ライオンズクラブ国際協会会則の付則（以下「国際

付則」という。）第 9条第 6項（ｂ）の定めるところによる。 

２ 立候補の意思を持つ有資格者（以下「候補者」という。）は、第１副地区ガバナー立候補届出書、

立候補者経歴書（以下「立候補届出書類」という。）を所属するライオンズクラブ会長（以下「クラ

ブ会長」という。）に提出するものとする。 

その期限は、8月末日までとする。 

３ 立候補の届け出を受けたクラブ会長は、理事会の議決を経てクラブ例会または特別会議に諮

り、クラブ推薦の可否を決定する。クラブ推薦が決定した場合、所属クラブ会長はクラブ推薦書に

立候補届出書類を添えて、所属リジョンのリジョン･チェアパーソン(リジョン･チェアパーソンがお

かれていない場合は、リジョンをゾーンと読みかえる。以下同じ。)に送達する。 

その期限は、９月末日迄とする。 

４ クラブ推薦書等の送達を受けたリジョン・チェアパーソンは、候補者が単数の場合はその候補

者を推薦し、複数の場合はリジョン内キャビネット構成員及びクラブ会長を以って構成する会議を

開き、リジョン内推薦候補者１名を決定し、リジョン･チェアパーソン及びゾーン･チェアパーソン連

名の推薦書に、クラブ推薦書および立候補届出書類を添えて推薦委員会に推薦する。 

その期限は、１０月末日までとする。 

 

（第１および第２副地区ガバナー候補者推薦委員会による答申） 

第４条 推薦委員会の委員は、名誉顧問、リジョン・チェアパーソンより選出し、地区ガバナーが委

嘱状を交付して指名する。委員長は原則として前地区ガバナーが務める。 
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２ 推薦委員会は、次により第１および第２副地区ガバナー候補者を推薦委員会委員長名

を以って、地区ガバナーに答申する。 

その期限は、１１月末日迄とする。 

（１） 各リジョンから推薦を受けた候補者の数が単数の場合には、その候補者を答申す

る。 

（２） 各リジョンから推薦を受けた候補者が複数の場合には、諸般の事情を正確に判断し、

調整を諮り１名の候補者を決定して答申する。 

尚、表決による場合は無記名投票とし、出席者の過半数による賛否同数の場合は、委

員長が決する。 

                    

（第２副地区ガバナーの立候補及び推薦の手続き） 

第５条 第２副地区ガバナー立候補の資格は、国際付則第 9条第 6項（ｃ）の定めるところによる。 

２ 立候補の手続きは、第３条第２項以下を準用する。 

 

（地区年次大会への提案） 

第６条 地区ガバナーは、推薦委員会の答申を尊重しキャビネット会議の議決を経て、国際

付則第９条６項（ｂ）及び（ｃ）の定めるところにより年次大会に提案する。 

 

（推薦有効期間） 

第７条 本規則に規定された推薦及び推薦に係わる全ての申し合わせの効力は、当該年度

の終了を以って消滅する。 

 

（期限の特例） 

第８条 地区ガバナーは、諸般の事情により前各号の期限を変更する事ができる。 

 

（正会員の権利の保証） 

第９条 本規則は、国際会則及び複合地区会則に定める正会員の権利を排除するもので

はない。 

 

付則 

１ 本規則は、２００９年７月１日より施行する。 

２ 第１または第２副地区ガバナーもしくは本規則により推薦された第１または第２副地区ガ

バナー候補者が欠けたときは、本規則に基づき改めて第１または第２副地区ガバナーも

しくは第１または第２副地区ガバナー候補者の推薦を行なう。その場合、本規則第３条

及び第４条の期限の定めは適用しない。 

３ 地区ガバナーは、ガバナー諮問委員会を通じて本規則を各クラブへ周知させる。 

４ 本規則は、２０１５年７月１日より一部改正する。 
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（地区ガバナー） 福 田 智 恵

推薦委員会委員長 （名誉顧問会議長） 後 藤 一 男

推薦委員会委員 （名誉顧問） 水 沼 孝 夫

 　　　　〃 （名誉顧問） 蓼 沼 一 弘

　　　　 〃 （名誉顧問） 石 橋 貞

　　　　 〃 （名誉顧問） 石 﨑 義 夫

　　　 　〃 （名誉顧問） 福 田 幸 信

　　　 　〃 （名誉顧問） 橋 本 雄 司

          〃 （名誉顧問） 眞 尾 博

          〃 （名誉顧問） 三 枝 久 夫

          〃 （名誉顧問） 大 阿 久 九 二 男

　　　　 〃 （名誉顧問） 小 倉 康 延

 　　　　〃 （名誉顧問） 植 村 茂 敏

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 大 美 賀 優

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 田 村 桂 介

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 比 留 間 国 良

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 加 藤 陽 一 郎

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 佐 藤 恒 一

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 笹 沼 昭 司

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 伊 東 一 秀

          〃 （ゾーン･ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ） 菊 池 昭 二

【ガバナー並びに第1および第2副地区ガバナー推薦委員会】
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旅 費 規 程 

 

１． 対象 

    この規程は、キャビネット構成員、会計監査委員、その他地区ガバナーが指定した者（以下、

構成員）に適用する。 

２． 旅費 

    旅費は、交通費、宿泊費、通信費、雑費とする。 

３． 旅費の支給 

（１） 構成員には、次により旅費を支給する。但し、金額は全額支払われないこともある。 

 交 通 費 宿 泊 費 通信・雑費 

県 内 0 ０ ０ 

県 外 

（自由席のみ） 

片道 100km未満： 普通料金 

片道 100km以上： 特急料金航空費実費 
１０,０００円 １,０００円 

       ［備考］ 

        （ａ）距離数は、公共機関による距離数とする。 

        （ｂ）ハイヤー、バス代は通信・雑費に含む。 

（２） キャビネット事務局員には、実費を支給する。 

   

慶 弔 見 舞 金 規 程 

 

１． 各クラブ関係について 

（１） 各クラブは、慶弔に該当する事項が発生したときは、速やかに担当ゾーン・チェアパーソン

に連絡するものとする。  

（２） 慶弔に該当する事項がゾーン内に発生したときは、担当ゾーン・チェアパーソンは、速やか

にキャビネット事務局に連絡するものとする。 

（３） クラブ会員が死去された場合は、喪布及び香料１０，０００円を贈る。 

２． キャビネット構成員及び家族関係 

キャビネット構成員、会計監査委員、その他地区ガバナーが指定した者並びにその配偶者・

本人の同居する父母及び子（以下、家族）に慶弔があったときは、次の金額を贈る。 

内    容 金    額 

本人が結婚したとき ご祝儀              １０,０００円 

本人が１ヶ月以上入院加療したとき お見舞い            １０,０００円 

災害（風水害・地震）を受けたとき お見舞い      １０,０００～３０,０００円  

本人が死亡したとき 
香料               １０,０００円 

生花                   一基 

家族が死亡したとき 香料               １０,０００円 

３． 献眼・献腎・献体関係について 

献眼・献腎・献体をされた会員の方に対しては、その行為に感謝をし、ガバナー感謝状、香

料 10,000 円及び生花一基を贈る。また、一般献眼者へは香料 10,000 円及びガバナー感

謝状を贈る。ただし、１．２．と重複しては贈呈しない。 

４． 複合地区関係について 

ガバナーが決定し、慶弔見舞金は交際費より支出する。 
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３３３－Ｂ地区緊急援助資金規程 
 
１．目的 
   緊急災害その他これに類する事項の緊急的援助のため、１９９１年７月１日現在５０万円

をもって『緊急援助資金』（以下『資金』という）を設ける。 
 
２．資金の調達 
 ①積立金を充当し、資金から生ずる利益は資金に繰り入れる。 
 ②その他の収入 
 
３．援助の対象 
   援助の対象は、災害援助法を適用された３３３－Ｂ地区内の災害並びにこれに準ずる

国内及び国外の災害及び緊急に資金を要する事態のうちから、地区アラート委員会（以

下『委員会』という）の決議により採択する。 
 
４．委員会の構成 
   委員会はキャビネット三役及び第１・第２副地区ガバナー、前地区ガバナー、アラート

委員長、ガバナー出身リジョンのリジョン・チェアパーソン (リジョン･チェアパーソンがおか

れていない場合は、リジョンをゾーンと読みかえる。以下同じ。) をもって構成する。 
委員長には地区ガバナーが当たる。 

 
５．運用 
 ①援助の発案は地区ガバナーが行う。 
 ②援助に当たっては、全委員の３分の２以上の賛成を要する。ただし、必要に応じて電話・

ＦＡＸ・Ｅメールによって通知し、事後、文書でそれを確認する事が出来る。 
 ③援助の額及び援助の方法は、その都度決定する。 
 ④援助を受けた地区のリジョン・チェアパーソンは、すみやかにその使途を報告する。 
 
６．監査 
   委員会は、複合地区会則第２４条第４項に準じてこの資金の監査を受け、期末におけ

る残額は次期委員会に引き継ぐものとする。 
 
７．施行及び改廃 
   この規定は、１９９１年７月１日から施行し、以降３３３－Ｂ地区年次大会に出席し、投票

した代議員の３分の２以上の賛成投票によって改廃する事ができる。 
 
２００１年４月２８日、第４７回３３３－Ｂ地区年次大会において一部改定 
２００２年５月１１日、第４８回３３３－Ｂ地区年次大会において一部改定 
２０１２年４月２２日、第５８回年次大会において一部改定 
２０２５年４月１９日、第７１回年次大会において承認後、効力を生じる 
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　　　〔収入の部〕 （単位：円）

科　　　目 予　　　算 決　　　算 比率％ 増　　減 摘　　　要

前 期 繰 越 金 5,029,830 5,029,830 100.0% 0

地 区 費 10,736,880 10,660,450 99.3% -76,430 980円×12ヶ月× 913名

地区支部・家族会費 1,525,440 1,883,160 123.5% 357,720
480円×12ヶ月× 94名
500円×12ヶ月×164名

国 際 本 部 還 付 金 80,000 52,984 66.2% -27,016

雑 収 入 0 333,816 0.0% 333,816

そ の 他 の 会 費 1,350,000 2,274,500 168.5% 924,500
次期役員研修会・植樹
ライオンズフォーラム等

合　　　計 18,722,150 20,234,740 108.1% 1,512,590

　　　〔支出の部〕

科　　　目 予　　　算 決　　　算 比率％ 増　　減 摘　　　要

ガ バ ナ ー 費 500,000 730,400 146.1% -230,400 ガバナー協議会・国際会長他

会 議 費 1,200,000 1,488,574 124.0% -288,574 ＣＡＢ会議他

旅 費 交 通 費 200,000 892,347 446.2% -692,347

贈 呈 費 1,500,000 1,372,627 91.5% 127,373 ガバナーピン・ネーム・ネクタイ等

Ｐ Ｒ 費 600,000 609,600 101.6% -9,600 地区ニュース・ＨＰ

委 員 会 費 1,500,000 1,376,913 91.8% 123,087

人 件 費 4,300,000 3,735,330 86.9% 564,670 事務員3名

通 信 費 700,000 426,684 61.0% 273,316

印 刷 費 1,000,000 966,374 96.6% 33,626

賃 借 費 1,200,000 1,200,000 100.0% 0 家賃月100,000円

事 務 所 費 500,000 544,959 109.0% -44,959

慶 弔 費 400,000 417,270 104.3% -17,270

什 器 備 品 費 100,000 105,380 105.4% -5,380

備 品 リ ー ス 費 300,000 42,873 14.3% 257,127

交 際 接 待 費 200,000 150,000 75.0% 50,000

厚 生 費 350,000 277,286 79.2% 72,714

分 担 費 0 0 0.0% 0 日本ライオンズ

エクステンション助成費 500,000 550,000 110.0% -50,000

雑 費 100,000 67,760 67.8% 32,240

寄 付 金 0 267,556 0.0% -267,556 フードドライブ・レモネードスタンド　寄付

予 備 費 3,572,150 0 0.0% 3,572,150

合　　　計 18,722,150 15,221,933 81.3% 3,500,217

収入金額 20,234,740

支出金額 15,221,933

差引繰越金 5,012,807

一般会計の部
（2023年7月1日－2024年6月30日）

３３３－Ｂ地区緊急援助資金規程 
 
１．目的 
   緊急災害その他これに類する事項の緊急的援助のため、１９９１年７月１日現在５０万円

をもって『緊急援助資金』（以下『資金』という）を設ける。 
 
２．資金の調達 
 ①積立金を充当し、資金から生ずる利益は資金に繰り入れる。 
 ②その他の収入 
 
３．援助の対象 
   援助の対象は、災害援助法を適用された３３３－Ｂ地区内の災害並びにこれに準ずる

国内及び国外の災害及び緊急に資金を要する事態のうちから、地区アラート委員会（以

下『委員会』という）の決議により採択する。 
 
４．委員会の構成 
   委員会はキャビネット三役及び第１・第２副地区ガバナー、前地区ガバナー、アラート

委員長、ガバナー出身リジョンのリジョン・チェアパーソン (リジョン･チェアパーソンがおか

れていない場合は、リジョンをゾーンと読みかえる。以下同じ。) をもって構成する。 
委員長には地区ガバナーが当たる。 

 
５．運用 
 ①援助の発案は地区ガバナーが行う。 
 ②援助に当たっては、全委員の３分の２以上の賛成を要する。ただし、必要に応じて電話・

ＦＡＸ・Ｅメールによって通知し、事後、文書でそれを確認する事が出来る。 
 ③援助の額及び援助の方法は、その都度決定する。 
 ④援助を受けた地区のリジョン・チェアパーソンは、すみやかにその使途を報告する。 
 
６．監査 
   委員会は、複合地区会則第２４条第４項に準じてこの資金の監査を受け、期末におけ

る残額は次期委員会に引き継ぐものとする。 
 
７．施行及び改廃 
   この規定は、１９９１年７月１日から施行し、以降３３３－Ｂ地区年次大会に出席し、投票

した代議員の３分の２以上の賛成投票によって改廃する事ができる。 
 
２００１年４月２８日、第４７回３３３－Ｂ地区年次大会において一部改定 
２００２年５月１１日、第４８回３３３－Ｂ地区年次大会において一部改定 
２０１２年４月２２日、第５８回年次大会において一部改定 
２０２５年４月１９日、第７１回年次大会において承認後、効力を生じる 
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　　　〔収入の部〕 （単位：円）

科　　　目 予　　　算 決　　　算 比率％ 増　　減 摘　　　要

前 期 繰 越 金 943,027 943,027 100.0% 0

地 区 大 会 費 2,191,200 1,771,080 80.8% -420,120 200円×12ヶ月× 913名

地区支部・家族会費 309,600 300,000 96.9% -9,600 100円×12ヶ月× 258名

大 会 登 録 費 2,500,000 2,970,000 118.8% 470,000 5,000円×500名

前 夜 祭 登 録 費 2,500,000 2,190,000 87.6% -310,000 10,000円×250名

宿 泊 登 録 費 0 0 0.0% 0 招待者他

雑 収 入 0 18 0.0% 18 利子等

協 力 金 1,000,000 250,000 25.0% -750,000 寄付金協賛金

ゴルフ大会登録費 400,000 303,000 75.8% -97,000

合　　　計 9,843,827 8,727,125 88.7% -1,116,702

　　　〔支出の部〕

科　　　目 予　　　算 決　　　算 比率％ 増　　減 摘　　　要

人 件 費 0 0 0.0% 0

事 務 所 費 50,000 0 0.0% 50,000

印 刷 費 800,000 796,950 99.6% 3,050 パンフレット・記念誌

会 場 費 250,000 177,890 71.2% 72,110

通 信 費 50,000 0 0.0% 50,000

会 議 費 150,000 310,828 207.2% -160,828

広 告 ． 記 録 費 150,000 155,500 103.7% -5,500 ビデオ撮影

ア ワ ー ド 費 800,000 596,730 74.6% 203,270

総 務 費 30,000 13,522 45.1% 16,478

式 典 費 900,000 1,288,398 143.2% -388,398

記 念 品 費 600,000 420,000 70.0% 180,000

食 費 500,000 510,124 102.0% -10,124 弁当・飲み物他

前 夜 祭 費 2,400,000 1,880,475 78.4% 519,525

宿 泊 費 50,000 32,100 64.2% 17,900 来賓他

消 耗 品 費 100,000 0 0.0% 100,000

旅 費 30,000 2,700 9.0% 27,300

雑 費 30,000 54,450 181.5% -24,450

記 念 事 業 費 2,000,000 650,000 32.5% 1,350,000

ゴ ル フ 大 会 費 300,000 298,000 99.3% 2,000

予 備 費 653,827 0 0.0% 653,827

合　　　計 9,843,827 7,187,667 73.0% 2,656,160

収入金額 8,727,125

支出金額 7,187,667

差引繰越金 1,539,458

(2023年7月1日－2024年6月30日）

年次大会会計の部
2023-2024年度　収支会計報告書
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　〔収入の部〕 （単位：円）

予　　　算 決　　　算 比率％ 増　　減 摘　　　要

3,935,968 3,935,968 100.0% 0

1,354,600 1,354,600 100.0% 0
1,300円× 913名
　650円× 258名

レオ研修参加費 0 6,000 0.0% 6,000
レオ年次大 会登 録費 0 6,000 0.0% 6,000

レ オ 地 区 費 0 0 0.0% 0

小 計 0 12,000 0.0% 12,000

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ会費 0 0 0.0% 0

Ｙ Ｃ Ｅ 報 告 会 0 0 0.0% 0

Ｙ Ｃ Ｅ 交 流 会 0 17,500 0.0% 17,500

小 計 0 17,500 0.0% 17,500

250,000 227,100 90.8% -22,900

0 38 0.0% 38

5,540,568 5,547,206 100.1% 6,638

　〔支出の部〕

予　　　算 決　　　算 比率％ 増　　減 摘　　　要

講 習 会 費 10,000 0 0.0% 10,000

会 場 費 90,000 0 0.0% 90,000

資 料 費 10,000 0 0.0% 10,000

通 信 費 10,000 0 0.0% 10,000

助 成 金 10,000 0 0.0% 10,000 県薬物乱用防止助成

ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ受講費 70,000 0 0.0% 70,000

講 師 費 40,000 0 0.0% 40,000
薬物乱用防止活動費 30,000 0 0.0% 30,000
青少年健全育成活動費 10,000 0 0.0% 10,000
環 境 保 全 支 援 金 10,000 0 0.0% 10,000

認 定 講 師 証 200,000 240,073 120.0% -40,073

分 担 金 500,000 0 0.0% 500,000 クエスト助成金他

雑 費 ・ 予 備 費 0 2,035 0.0% -2,035

小　　　計 990,000 242,108 24.5% 747,892

ク ラ ブ 三 役 会 0 0 0.0% 0

地 区 役 員 会 0 0 0.0% 0

レ オ 研 修 会 30,000 15,000 50.0% 15,000

レ オ 年 次 大 会 50,000 9,000 18.0% 41,000
レオ役員研修会交通費 30,000 0 0.0% 30,000
旅 費 交 通 費 200,000 96,260 48.1% 103,740 複合地区レオ年次大会バス代

雑 費 ・ 予 備 費 0 2,475 0.0% -2,475

小　　　計 310,000 122,735 39.6% 187,265
YCEオリエンテ－ション 30,000 0 0.0% 30,000

YCE帰国報告会 10,000 0 0.0% 10,000

成 田 送 迎 費 120,000 53,240 44.4% 66,760
2022-2023年度
派遣・受入中止

YCE 生 研 修 会 0 60,005 0.0% -60,005 ＹCE生ベスト

資 料 費 10,000 0 0.0% 10,000

YCE 交 流 会 30,000 55,900 186.3% -25,900 ｳｪﾙｶﾑﾚｾﾌﾟｼｮﾝ

YCE 助 成 金 500,000 350,000 70.0% 150,000 派遣５万・受入１０万

交 通 費 200,000 28,180 14.1% 171,820

雑 費 ・ 予 備 費 0 2,805 0.0% -2,805

小　　　計 900,000 550,130 61.1% 349,870

3,340,568 0 0.0% 3,340,568

合 計 5,540,568 914,973 16.5% 4,625,595

収入金額 5,547,206

支出金額 914,973

差引繰越金 4,632,233

2023-2024年度　収支会計報告書

青少年健全育成・YCE・レオ会計の部

科　　　目

科　　　目

合　　　計

前 期 繰 越

雑 収 入

薬物乱用防止認定講師受講料

(2023年7月1日－2024年6月30日）

予　　備　　費

基 本 収 入

レ
オ

Y
C
E

レ
　
オ
　
ク
　
ラ
　
ブ
　
関
　
係

Ｙ
　
Ｃ
　
Ｅ
　
関
　
係

青

少

年

健

全

育

成
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[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

前期繰越金 322,384 322,384 100.0% 0

協力金 1,042,000 1,042,000 100.0% 0
1,000円× 913名
　500円× 258名

雑収入 0 5 0.0% 5 利子等

合計 1,364,384 1,364,389 100.0% 5

[支出の部]

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

助成金 1,000,000 1,000,000 100.0% 0 社会福祉等助成金

雑費 0 275 0.0% -275

予備費 364,384 0 0.0% 364,384

合計 1,364,384 1,000,275 73.3% 364,109

収入金額 1,364,389

支出金額 1,000,275

差引繰越金 364,114

[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

前期繰越金 10,022,701 10,022,701 100.0% 0

協力金 1,042,000 1,042,000 100.0% 0
1,000円× 913名
　500円× 258名

支援金 0 2,239,468 0.0% 2,239,468 能登半島地震(46クラブ）

雑収入 0 90 0.0% 90 利子等

合計 11,064,701 13,304,259 120.2% 2,239,558

[支出の部]

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

災害義援金 1,000,000 4,993,568 499.4% -3,993,568
ﾓﾛｯｺ大地震･ﾊﾜｲ山火事
能登半島地震・台湾地震支援

分担金 0 0 0.0% 0

雑費 0 2,090 0.0% -2,090

予備費 10,064,701 0 0.0% 10,064,701

合計 11,064,701 4,995,658 45.1% 6,069,043

収入金額 13,304,259

支出金額 4,995,658

差引繰越金 8,308,601

[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

前期繰越金 494,549 494,549 100.0% 0

雑収入 0 4 0.0% 4 利子等

合計 494,549 494,553 0.0% 4

[支出の部]

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

予備費 494,549 0 0.0% 494,549

合計 494,549 0 0.0% 494,549

収入金額 494,553

支出金額 0

差引繰越金 494,553

2023-2024年度　収支会計報告書

2023-2024年度　収支会計報告書

2023-2024年度　収支会計報告書

（2023年7月1日－2024年6月30日）

社会福祉等助成金会計の部
（2023年7月1日－2024年6月30日）

緊急援助資金会計の部
（2023年7月1日－2024年6月30日）

ライオンズクエスト会計の部
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[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

前期繰越金 322,384 322,384 100.0% 0

協力金 1,042,000 1,042,000 100.0% 0
1,000円× 913名
　500円× 258名

雑収入 0 5 0.0% 5 利子等

合計 1,364,384 1,364,389 100.0% 5

[支出の部]

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

助成金 1,000,000 1,000,000 100.0% 0 社会福祉等助成金

雑費 0 275 0.0% -275

予備費 364,384 0 0.0% 364,384

合計 1,364,384 1,000,275 73.3% 364,109

収入金額 1,364,389

支出金額 1,000,275

差引繰越金 364,114

[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

前期繰越金 10,022,701 10,022,701 100.0% 0

協力金 1,042,000 1,042,000 100.0% 0
1,000円× 913名
　500円× 258名

支援金 0 2,239,468 0.0% 2,239,468 能登半島地震(46クラブ）

雑収入 0 90 0.0% 90 利子等

合計 11,064,701 13,304,259 120.2% 2,239,558

[支出の部]

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

災害義援金 1,000,000 4,993,568 499.4% -3,993,568
ﾓﾛｯｺ大地震･ﾊﾜｲ山火事
能登半島地震・台湾地震支援

分担金 0 0 0.0% 0

雑費 0 2,090 0.0% -2,090

予備費 10,064,701 0 0.0% 10,064,701

合計 11,064,701 4,995,658 45.1% 6,069,043

収入金額 13,304,259

支出金額 4,995,658

差引繰越金 8,308,601

[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

前期繰越金 494,549 494,549 100.0% 0

雑収入 0 4 0.0% 4 利子等

合計 494,549 494,553 0.0% 4

[支出の部]

科目 予　算 決　算 比率％ 増　減 摘　要

予備費 494,549 0 0.0% 494,549

合計 494,549 0 0.0% 494,549

収入金額 494,553

支出金額 0

差引繰越金 494,553

2023-2024年度　収支会計報告書

2023-2024年度　収支会計報告書

2023-2024年度　収支会計報告書

（2023年7月1日－2024年6月30日）

社会福祉等助成金会計の部
（2023年7月1日－2024年6月30日）

緊急援助資金会計の部
（2023年7月1日－2024年6月30日）

ライオンズクエスト会計の部

（単位：円）

金　　　額 金　　　額

4,512,807 5,012,807

500,000

5,012,807 5,012,807

1,539,458 1,539,458

1,539,458 1,539,458

4,632,233 4,632,233

4,632,233 4,632,233

364,114 364,114

364,114 364,114

8,308,601 8,308,601

8,308,601 8,308,601

494,553 494,553

494,553 494,553

20,351,766 20,351,766

地区ガバナー

キャビネット幹事

キャビネット会計

 2024年   7月   9日　監査の結果、適正であることを認めます。　　

会計監査委員

会計監査委員

小　　　計

小　　　計

年次大会

小　　　計

小　　　計

小　　　計

小　　　計

小　　　計

2023-2024年度　　貸借対照表
(2024年6月30日）

借　　　　　方 貸　　　　　方

科　　　目

一般会計

科　　　目

普通預金（一般会計）

普通預金（ライオンズクエスト）

小　　　計

普通預金（年次大会）

普通預金（青少年育成）

普通預金（社会福祉等助成金）

小　　　計

社会福祉等助成金

青少年育成

ライオンズクエスト

小　　　計

仮払金(次期CAB)

 2024年   7月   9日　　　

小　　　計

合　　　計

緊急援助資金普通預金（緊急援助資金）

小　　　計

合　　　計

上記の通り、2023年７月１日より2024年6月30日までの収支会計報告をいたします。
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　　　〔収入の部〕 （単位：円）

科　　　目 予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

前 期 繰 越 金 1,539,458 943,027 163.2% 596,431

地 区 大 会 費 2,092,800 2,191,200 95.5% -98,400 200円×12ヶ月× 872名

地区支部・家族・学生会費 300,000 309,600 96.9% -9,600 100円×12ヶ月× 250名

大 会 登 録 費 2,500,000 2,500,000 100.0% 0 5,000円× 500名 

前 夜 祭 登 録 費 2,500,000 2,500,000 100.0% 0 10,000円× 250名

宿 泊 登 録 費 0 0 0.0% 0 招待者他

雑 収 入 0 0 0.0% 0 利子等

協 力 金 200,000 1,000,000 20.0% -800,000 寄付金協賛金

ゴルフ大会登録費 400,000 400,000 100.0% 0

合　　　計 9,532,258 9,843,827 96.8% -311,569

　　　〔支出の部〕

科　　　目 予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

人 件 費 0 0 0.0% 0

事 務 所 費 0 50,000 0.0% -50,000

印 刷 費 800,000 800,000 100.0% 0 パンフレット・記念誌

会 場 費 600,000 250,000 240.0% 350,000

通 信 費 10,000 50,000 20.0% -40,000

会 議 費 150,000 150,000 100.0% 0

広 告 ． 記 録 費 200,000 150,000 133.3% 50,000 ビデオ撮影

ア ワ ー ド 費 800,000 800,000 100.0% 0

総 務 費 30,000 30,000 100.0% 0

式 典 費 900,000 900,000 100.0% 0

記 念 品 費 500,000 600,000 83.3% -100,000

食 費 500,000 500,000 100.0% 0 弁当･飲み物他 

後 夜 祭 費 2,400,000 2,400,000 100.0% 0

宿 泊 費 0 50,000 0.0% -50,000 来賓他

消 耗 品 費 0 100,000 0.0% -100,000

旅 費 5,000 30,000 16.7% -25,000

雑 費 60,000 30,000 200.0% 30,000

記 念 事 業 費 1,500,000 2,000,000 75.0% -500,000

ゴ ル フ 大 会 費 300,000 300,000 100.0% 0

予 備 費 777,258 653,827 118.9% 123,431

合　　　計 9,532,258 9,843,827 96.8% -311,569

(2024年7月1日～2025年6月30日）

年次大会会計予算（案）
　　　〔収入の部〕 （単位：円）

科　　　目 予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

前 期 繰 越 金 5,012,807 5,029,830 99.7% -17,023

地 区 費 10,464,000 10,736,880 97.5% -272,880 1000円×12ヶ月× 872名
地区支部・家族・学生
会 費 1,500,000 1,525,440 98.3% -25,440 500円×12ヶ月× 250名

国 際 本 部 還 付 金 80,000 80,000 100.0% 0

雑 収 入 0 0 0.0% 0

そ の 他 の 会 費 2,100,000 1,350,000 155.6% 0
次期役員研修会・植樹
ライオンズフォーラム等

合　　　計 19,156,807 18,722,150 102.3% 434,657

　　　〔支出の部〕

科　　　目 予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

ガ バ ナ ー 費 500,000 500,000 100.0% 0 ｶﾞﾊﾞﾅｰ協議会.国際会長.他

会 議 費 1,600,000 1,200,000 133.3% 400,000 CAB会議他

旅 費 交 通 費 900,000 200,000 450.0% 700,000

贈 呈 費 1,400,000 1,500,000 93.3% -100,000 ガバナーピン・ネーム等

Ｐ Ｒ 費 1,000,000 600,000 166.7% 400,000 地区ニュース・ＨＰ

委 員 会 費 2,000,000 1,500,000 133.3% 500,000

人 件 費 4,300,000 4,300,000 100.0% 0 事務員3名

通 信 費 500,000 700,000 71.4% -200,000

印 刷 費 1,000,000 1,000,000 100.0% 0

賃 借 費 1,200,000 1,200,000 100.0% 0 家賃月100,000円

事 務 所 費 550,000 500,000 110.0% 50,000

慶 弔 費 400,000 400,000 100.0% 0

什 器 備 品 費 100,000 100,000 100.0% 0

備 品 リ ー ス 費 50,000 300,000 16.7% -250,000

交 際 接 待 費 200,000 200,000 100.0% 0

厚 生 費 350,000 350,000 100.0% 0

エクステンション助成費 500,000 500,000 100.0% 0 クラブ30万・支部5万

（公財）日本ライオンズ 50,000 0 0.0% 50,000

雑 費 100,000 100,000 100.0% 0

予 備 費 2,456,807 3,572,150 68.8% -1,115,343

合　　　計 19,156,807 18,722,150 102.3% 434,657

一般会計予算（案）
(2024年7月1日～2025年6月30日）
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　　　〔収入の部〕 （単位：円）

科　　　目 予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

前 期 繰 越 金 1,539,458 943,027 163.2% 596,431

地 区 大 会 費 2,092,800 2,191,200 95.5% -98,400 200円×12ヶ月× 872名

地区支部・家族・学生会費 300,000 309,600 96.9% -9,600 100円×12ヶ月× 250名

大 会 登 録 費 2,500,000 2,500,000 100.0% 0 5,000円× 500名 

前 夜 祭 登 録 費 2,500,000 2,500,000 100.0% 0 10,000円× 250名

宿 泊 登 録 費 0 0 0.0% 0 招待者他

雑 収 入 0 0 0.0% 0 利子等

協 力 金 200,000 1,000,000 20.0% -800,000 寄付金協賛金

ゴルフ大会登録費 400,000 400,000 100.0% 0

合　　　計 9,532,258 9,843,827 96.8% -311,569

　　　〔支出の部〕

科　　　目 予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

人 件 費 0 0 0.0% 0

事 務 所 費 0 50,000 0.0% -50,000

印 刷 費 800,000 800,000 100.0% 0 パンフレット・記念誌

会 場 費 600,000 250,000 240.0% 350,000

通 信 費 10,000 50,000 20.0% -40,000

会 議 費 150,000 150,000 100.0% 0

広 告 ． 記 録 費 200,000 150,000 133.3% 50,000 ビデオ撮影

ア ワ ー ド 費 800,000 800,000 100.0% 0

総 務 費 30,000 30,000 100.0% 0

式 典 費 900,000 900,000 100.0% 0

記 念 品 費 500,000 600,000 83.3% -100,000

食 費 500,000 500,000 100.0% 0 弁当･飲み物他 

後 夜 祭 費 2,400,000 2,400,000 100.0% 0

宿 泊 費 0 50,000 0.0% -50,000 来賓他

消 耗 品 費 0 100,000 0.0% -100,000

旅 費 5,000 30,000 16.7% -25,000

雑 費 60,000 30,000 200.0% 30,000

記 念 事 業 費 1,500,000 2,000,000 75.0% -500,000

ゴ ル フ 大 会 費 300,000 300,000 100.0% 0

予 備 費 777,258 653,827 118.9% 123,431

合　　　計 9,532,258 9,843,827 96.8% -311,569

(2024年7月1日～2025年6月30日）

年次大会会計予算（案）
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　〔収入の部〕 （単位：円）

予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

4,632,233 3,935,968 117.7% 696,265

1,296,100 1,354,600 95.7% -58,500
1,300円× 872名
　650円× 250名

レオ研修参加費 10,000 0 0.0% 0
レオ年次大会登録費 10,000 0 0.0% 0

小 計 20,000 0 0.0% 20,000

Ｙ Ｃ Ｅ 交 流 会 20,000 0 0.0% 20,000

小 計 20,000 0 0.0% 20,000

250,000 250,000 100.0% 0

0 0 0.0% 0

6,218,333 5,540,568 112.2% 677,765

　〔支出の部〕

予　　　算 前期予算 比率％ 増　　減 摘　　　要

講 習 会 費 10,000 10,000 100.0% 0

会 場 費 90,000 90,000 100.0% 0

資 料 費 10,000 10,000 100.0% 0

通 信 費 10,000 10,000 100.0% 0

助 成 金 10,000 10,000 100.0% 0 県薬物乱用防止助成

ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ受講費 70,000 70,000 100.0% 0

講 師 費 40,000 40,000 100.0% 0
薬物乱用防止活動費 30,000 30,000 100.0% 0
青少年健全育成活動費 10,000 10,000 100.0% 0
環 境 保 全 支 援 金 10,000 10,000 100.0% 0

認 定 講 師 証 250,000 200,000 125.0% 50,000

分 担 金 500,000 500,000 100.0% 0 クエスト助成金他

雑 費 ・ 予 備 費 80,000 0 0.0% 80,000

小　　　計 1,120,000 990,000 113.1% 130,000

レ オ 研 修 会 30,000 30,000 100.0% 0

レ オ 年 次 大 会 50,000 50,000 100.0% 0
レオ役員研修会交通費 30,000 30,000 100.0% 0
旅 費 交 通 費 200,000 200,000 100.0% 0
雑 費 ・ 予 備 費 0 0 0.0% 0

小　　　計 310,000 310,000 100.0% 0
YCEオリエンテ－ション 40,000 30,000 133.3% 10,000

成 田 送 迎 費 120,000 120,000 0.0% 0 派遣・受入

YCE 生 研 修 会 100,000 0 0.0% 100,000 サマーキャンプ

資 料 費 10,000 10,000 100.0% 0

YCE 交 流 会 60,000 30,000 200.0% 30,000 ｳｪﾙｶﾑﾚｾﾌﾟｼｮﾝ

YCE 助 成 金 500,000 500,000 100.0% 0 派遣5万、受入10万

交 通 費 200,000 200,000 100.0% 0

雑 費 ・ 予 備 費 0 0 0.0% 0

小　　　計 1,030,000 890,000 115.7% 140,000

3,758,333 3,340,568 112.5% 417,765

合 計 6,218,333 5,530,568 112.4% 687,765

青少年健全育成・YCE・レオ会計予算（案）

科　　　目

科　　　目

合　　　計

前 期 繰 越

雑 収 入

薬物乱用防止認定講師受講料

(2024年7月1日～2025年6月30日）

予　　備　　費

基 本 収 入

レ
オ

Y
C
E

レ

オ

ク

ラ

ブ

関

係

Ｙ
　
Ｃ
　
Ｅ
　
関
　
係

青

少

年

健

全

育

成
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[収入の部] （単位：円）

科目 予算 前期予算 比率％ 増減 摘要

前期繰越金 364,114 322,384 113% 41,730

協力金 997,000 1,042,000 96% -45,000
1,000円× 872名
　500円× 250名

雑収入 0 0 0% 0 利子等

合計 1,361,114 1,364,384 100% -3,270

[支出の部]

科目 予算 前期予算 比率％ 増減 摘要

助成金 997,000 1,000,000 100% -3,000 社会福祉等助成金

雑費 0 0 0% 0

予備費 364,114 364,384 100% -270

合計 1,361,114 1,364,384 100% -3,270

[収入の部] （単位：円）

科目 予算 前期予算 比率％ 増減 摘要

前期繰越金 8,308,601 10,022,701 83% -1,714,100

協力金 997,000 1,042,000 96% -45,000
1,000円× 872名
　500円× 250名

支援金 0 0 0% 0

雑収入 0 0 0% 0 利子等

合計 9,305,601 11,064,701 84% -1,759,100

[支出の部]

科目 予算 前期予算 比率％ 増減 摘要

災害義援金 1,000,000 1,000,000 100% 0

分担金 0 0 0% 0

雑費 0 0 0% 0

予備費 8,305,601 10,064,701 83% -1,759,100

合計 9,305,601 11,064,701 84% -1,759,100

[収入の部] （単位：円）

科目 予　算 前期予算 比率％ 増減 摘　要

前期繰越金 494,553 494,549 100.0% -4

雑収入 0 0 0.0% 0 利子等

合計 494,553 494,549 100.0% -4

[支出の部]

科目 予　算 前期予算 比率％ 増減 摘　要

0 0 0.0% 0

予備費 494,553 494,549 0.0% 4

合計 494,553 494,549 0.0% 4

社会福祉等助成金予算（案）
（2024年7月1日～2025年6月30日）

緊急援助資金会計予算（案）
（2024年7月1日～2025年6月30日）

ライオンズクエスト会計予算(案）
（2024年7月1日－2025年6月30日）
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ラ イ オ ン ズ 国 際 平 和 ポ ス タ ー ・ コ ン テ ス ト 

 

コンテスト・アワード 

大賞入賞者は、国連ライオンズ･デーでの賞贈呈式

（変更の可能性あり）に無料招待されます。この

式典で入賞者は、US$5,000（または地元通貨での

相当額）の賞金とアワードを受け取ります。家族

二人（このうち一人は子どもの親または法的保護

者）およびスポンサー･ライオンズクラブの会長又

はクラブ会員（クラブ会長指定）が、式典に同伴

します。 

23 人の優秀賞受賞者には、US$500 の賞金（また

は地元通貨での相当額）と表彰状が贈られます。

最終審査に進んだ 24 点のポスターは更に、国際大

会で展示されます。 
 
注意: クラブ、地区、複合地区は、自分たちの判断

に基づいて地元のレベルで追加的に賞を贈ること

が 出 来 ま す 。 協 会 ウ ェ ブ サ イ ト

（www.lionsclubs.org）の平和ポスター･コンテスト

のページからは、Honorable Mention（佳作) 表彰状

（PPC 790）を印刷することが出来きます。この

表彰状は、オセアル調整事務局に連絡して取り寄

せることも可能です。 

 

コンテスト・キット 

クラブは、スポンサーする各コンテストにつき一

式の平和ポスター·コンテスト·キットを注文しな

ければなりません。平和ポスター·コンテスト·キ
ット(PPK-1)は、ライオンズ・ショップからオンラ

インで注文が可能です。キットには下記が含まれ

ます： 
•  クラブ・コンテスト公式ガイド及び規則(PPC-

1) 
• 学校または青少年グループ・コンテスト公式ガ

イド及び規定*(PPC-2) 
• 参加者用チラシ*(PPC-3)  コピーして、参加する

生徒が持ち帰れるように配布。 
• 受賞ポスターの裏に貼るステッカー (PPC-4)  
• 表彰状  コンテスト入賞者用(PPC-5)とスポンサ

ーされた学校又は青少年グループ用(PPC-6) 
 
*クラブは、この 2 種類の資料だけを参加する学校

又は青少年グループに渡します。キット内の他の

資料は、クラブが保管します。 

コンテスト締め切り日 

下記の締切り日を守らない応募作品は失格となり

ます。 

1 月 15 日 
コンテスト･キット販売開始 
 
10 月 1 日 
キットを購入出来る締め切り日 
 
11 月 15 日 
クラブが（スポンサーした各コンテストにつき）

受賞ポスター1 点を地区ガバナーに送る期限（消

印有効） 
 
12 月 1 日 
地区ガバナーが地区の入賞ポスター1 点を、複合

地区協議会議長に送る期限（消印有効） 
 
12 月 1 日 
複合地区に属さない地区のガバナーが入賞ポスタ

ー1 点を、国際本部のブランド＆クリエイティブ

課に送る期限（消印有効） 
 
12 月 1 日 
地区に属さないクラブが入賞ポスター1 点を、国

際本部のブランド＆クリエイティブ課に送る期限

（消印有効） 
 
12 月 15 日 
複合地区協議会議長が複合地区の入賞ポスター１

点を、国際本部のブランド＆クリエイティブ課に

送る期限（消印有効） 
 
2 月 1 日 
国際レベルのコンテスト入賞者は、この日迄に通

知を受ける 

前年度の受賞作品一例

年度国際平和ポスター・コンテスト
平和ポスター・コンテストは 年以上の歴史があるプログラムで、世界各国のライオンズクラ

ブが 歳から 歳の子どもたちを対象に実施する芸術コンテストです。日々のニュースで戦

争の恐ろしさや平和の大切さを実感している今こそ、平和ポスター・コンテストを通じて地域

の子供たちに平和について考え、自らのビジョンを表現する機会を提供しませんか？

◆国際平和ポスター・コンテストのオフィシャルページはこちら

◆パティ・ヒル国際会長からのコンテストについてのメッセージビデオはこちら（日本語の字

幕が設定できます）

–
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ラ イ オ ン ズ 国 際 平 和 ポ ス タ ー ・ コ ン テ ス ト 

 

コンテスト・アワード 

大賞入賞者は、国連ライオンズ･デーでの賞贈呈式

（変更の可能性あり）に無料招待されます。この

式典で入賞者は、US$5,000（または地元通貨での

相当額）の賞金とアワードを受け取ります。家族

二人（このうち一人は子どもの親または法的保護

者）およびスポンサー･ライオンズクラブの会長又

はクラブ会員（クラブ会長指定）が、式典に同伴

します。 

23 人の優秀賞受賞者には、US$500 の賞金（また

は地元通貨での相当額）と表彰状が贈られます。

最終審査に進んだ 24 点のポスターは更に、国際大

会で展示されます。 
 
注意: クラブ、地区、複合地区は、自分たちの判断

に基づいて地元のレベルで追加的に賞を贈ること

が 出 来 ま す 。 協 会 ウ ェ ブ サ イ ト

（www.lionsclubs.org）の平和ポスター･コンテスト

のページからは、Honorable Mention（佳作) 表彰状

（PPC 790）を印刷することが出来きます。この

表彰状は、オセアル調整事務局に連絡して取り寄

せることも可能です。 

 

コンテスト・キット 

クラブは、スポンサーする各コンテストにつき一

式の平和ポスター·コンテスト·キットを注文しな

ければなりません。平和ポスター·コンテスト·キ
ット(PPK-1)は、ライオンズ・ショップからオンラ

インで注文が可能です。キットには下記が含まれ

ます： 
•  クラブ・コンテスト公式ガイド及び規則(PPC-

1) 
• 学校または青少年グループ・コンテスト公式ガ

イド及び規定*(PPC-2) 
• 参加者用チラシ*(PPC-3)  コピーして、参加する

生徒が持ち帰れるように配布。 
• 受賞ポスターの裏に貼るステッカー (PPC-4)  
• 表彰状  コンテスト入賞者用(PPC-5)とスポンサ

ーされた学校又は青少年グループ用(PPC-6) 
 
*クラブは、この 2 種類の資料だけを参加する学校

又は青少年グループに渡します。キット内の他の

資料は、クラブが保管します。 

コンテスト締め切り日 

下記の締切り日を守らない応募作品は失格となり

ます。 

1 月 15 日 
コンテスト･キット販売開始 
 
10 月 1 日 
キットを購入出来る締め切り日 
 
11 月 15 日 
クラブが（スポンサーした各コンテストにつき）

受賞ポスター1 点を地区ガバナーに送る期限（消

印有効） 
 
12 月 1 日 
地区ガバナーが地区の入賞ポスター1 点を、複合

地区協議会議長に送る期限（消印有効） 
 
12 月 1 日 
複合地区に属さない地区のガバナーが入賞ポスタ

ー1 点を、国際本部のブランド＆クリエイティブ

課に送る期限（消印有効） 
 
12 月 1 日 
地区に属さないクラブが入賞ポスター1 点を、国

際本部のブランド＆クリエイティブ課に送る期限

（消印有効） 
 
12 月 15 日 
複合地区協議会議長が複合地区の入賞ポスター１

点を、国際本部のブランド＆クリエイティブ課に

送る期限（消印有効） 
 
2 月 1 日 
国際レベルのコンテスト入賞者は、この日迄に通

知を受ける 

前年度の受賞作品一例

年度国際平和ポスター・コンテスト
平和ポスター・コンテストは 年以上の歴史があるプログラムで、世界各国のライオンズクラ

ブが 歳から 歳の子どもたちを対象に実施する芸術コンテストです。日々のニュースで戦

争の恐ろしさや平和の大切さを実感している今こそ、平和ポスター・コンテストを通じて地域

の子供たちに平和について考え、自らのビジョンを表現する機会を提供しませんか？

◆国際平和ポスター・コンテストのオフィシャルページはこちら

◆パティ・ヒル国際会長からのコンテストについてのメッセージビデオはこちら（日本語の字

幕が設定できます）

–
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会計承認印

円

1ｋｍ当り
25円 総走行　　　　　Kｍ 円

最寄駅までのタクシー・バス等を含む 1,000 円

円

円

円

金
融
機
関

口
座
名
義
人

　Ｒ　　　Ｚ 役職　 氏名　　　　　　　　　　 印

※333-B地区旅費規程（第1回キャビネット会議資料掲載）に準ずる

Ｎｏ．

１.普通     2.当座

振
込
指
定
口
座

金額（往復）

コ
ー

ド

旅　費　精　算　書

立替金
（高速代など）

自家用車

預　金　種　目

　　　銀　　行・信用金庫
信用組合・農　漁協

有（一律10,000円）　・　　無

会議等　内容

交
通
機
関

宿泊

公共機関等

　
または

最寄駅～着駅

合計

通信・雑費

　　　　年 　　月 　　日　　　上記の通り請求します。

　開催地及び開催日

本店
支店

口　　座　　番　　号
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A 佐藤　裕幸

A 高頭　八郎

B 福田　智恵

E 椎名　健二

C 大瀧　勝明

D 染谷　文雄

 ガバナー協議会 D 星野　勝美 （前議長）

E 川島　正行 D 清水　英徳 C 後藤　隆一

委　員　会　名　 地区

LCIF E 中嶋　正昭 ⑧

A　林　隆行 B　前原　正義 C　廣瀬　直樹 D　荻野　匡司

E　若林　純也 E　副コーディネーター　L齊藤　正行（新任）

A　山﨑  健吾 B　中山　光明 C　河井　哲弥 D　綿引　貴

E　鈴木　光成 C　副コーディネーター　L髙橋　順之（新任）

GST（奉仕） C 北野　淳子
新
任

ＦＷＴ（家族及び女性） E 古渡　孝枝
新
任

会則 C 岩沼　忠伺 ④
 

マーケティング・PR・IT B 水沼　孝夫 ③

奉仕 B 後藤　一男
新
任

環境保全・アラート B 蓼沼　一弘
新
任

ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ･薬物乱用防止 A 鈴木　壽男
新
任

YCE D 藤川　清幸 ③

レオ育成 D 福田　勝巳
新
任

国際大会 E 岡野　良男 ②

複合地区年次大会 A 冨山　道郎
新
任

複合地区監査委員(２名) B 大阿久九二男
新
任 D　大関　健一（新任）

前管理委員長： D　小池　浩 A　柴嶺　哲 B　関　喜一

C　平野　寛明 D　江藏　義雄 E　大貫　研二

ﾗｲｵﾝ誌日本語版委員 B 三枝 久夫    　②

国際理事候補者資格審査委員 C 藤原 宏髙

アラート委員会班長 E 若林 純也

　(一社)日本ライオンズ監査委員 ※2024-2026は監事を出す年なので監査委員はいらない

(一社)日本ライオンズ監事 B 石橋　貞
新
任

2年任期

333複合地区役員　2024-2025年度（20240613作成）

ｶﾞﾊﾞﾅｰ協議会事務局管理
新
任

GLT
（長期計画･指導力育成）

GMT
（EXT・会員増強・会員維持）

会　計

（GATファシリテーター）

（地区LＣIFコーディネーター）

（地区LＣIFコーディネーター）

議　長
緊急援助資金委員長

（地区LＣIFコーディネーター）

幹　事

会　計

相談役

　ガバナー協議会
　　　　　及び
　緊急援助資金委員会

（地区LＣIFコーディネーター）

　副コーディネーター　E　倉留　ラジェシュ②
　特別委員　E 桜井　政利（新任）

元国際理事

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

単
独
委
員

委
員
長
（
太
字
は
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
委
員
兼
任

）

A 久我　重雄

特別委員 D 小久保 兼佑③、D 大日方　健二②、Ａ 佐藤 久栄②

特別委員　C　石橋　伸彦⑨、D　加賀美　圭介②

　顧　問

②

④

アドバイザー　 C　松本　宰史（新任）

特別委員　C　高橋　昌男⑫　C　千賀　喜通③

②

副議長 （地区LＣIFコーディネーター）

委
員
長

C

　副コーディネーター 　D　木村　祥子（新任）

副議長

⑤小高　左起子

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ガ
バ
ナ
ー

協
議
会
構
成
員

渡辺　博E

複　合　委　員委員長/ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

新
任



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 キャビネット事務局 

 
〒320-0063 栃木県宇都宮市陽西町１番 37 号 

TEL 028-627-0012  FAX 028-627-0019 

Mail  cabinet@lions-333b.org 

URL httpｓ://lions-333b.org 


